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本書は、（社）情報通信技術委員会が著作権を保有しています。 

内容の一部又は全部を（社）情報通信技術委員会の許諾を得ることなく複製、転載、改変、

転用及びネットワーク上での送信、配布を行うことを禁止します。 



 － i － ＪＴ－Ｉ２５３ 

＜参考＞ 

１．国際勧告等との関連 
 本標準は１９９０年７月に加速勧告化手続きにより承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５３（Ｉ．２５３．

１）、１９９２年８月に加速勧告化手続きにより承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５３（Ｉ．２５３．

２）および１９９６年７月にＩＴＵ－Ｔにおいて勧告化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５３（Ｉ．２

５３．３、Ｉ．２５３．４）の改版に準拠している。 

 

２．上記国際勧告等に対する追加項目等 
2.1 オプション選択項目 
 な し 

 

2.2 ナショナルマター項目 
 な し 

 

2.3 上記国際勧告より削除した項目 
 な し 

 

2.4 その他 
  (1)  ＩＴＵ－Ｔ勧告との章立て構成比較表 

 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告 本標準 

 

 

Ｉ. ２５３. １ 

Ｉ. ２５３. ２ 

Ｉ. ２５３. ３ 

Ｉ. ２５３. ４ 

〔Ⅰ〕 

〔Ⅱ〕 

〔Ⅲ〕 

〔Ⅳ〕 

 

３．改版の履歴 
 

 版 数 発  行  日 改 版 内 容 

 第１版  １９８９年 ４月２８日  制 定 

 

 

 

第２版 

 

 

 １９９１年 ４月２６日 

 

 

１９９０年７月に加速勧告化手続きにより

承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５３

（Ｉ．２５３．１）の改版に伴う改版 

 

 

 

第３版 

 

 

 １９９３年 ４月２７日 

 

 

１９９２年８月に加速勧告化手続きにより

承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．２５３

（Ｉ．２５３．２）の改版に伴う改版 

 第４版  １９９７年 ４月２３日 １９９６年７月にＩＴＵ－Ｔにおいて勧告

化が承認されたＩＴＵ－Ｔ勧告（Ｉ．２５

３．３、Ｉ．２５３．４）の改版に対応す

る標準を改版 

 第 4.1 版  １９９７年 ７月２２日 誤記訂正及び記述の統一 

 
４．工業所有権   
 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 
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概　要

　本標準の目的は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１０で与えられた手法を用いて、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１３０で

定義された方法のステージ１のサービス記述を行うことである。付加サービスは、文章による定義と解説

（ステップ 1.1）及び動的記述（ステップ 1.3）によって記述される。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１４０に記述さ

れたような属性による記述法の本標準への適用は今後の検討課題である。

　この標準は、以下の呼完了付加サービスを記述する。

　ＪＴ－Ｉ２５３　〔Ⅰ〕コールウェイティング（ＣＷ）

　　　　　　　　　〔Ⅱ〕保留（ＨＯＬＤ）

　　　　　　　　　〔Ⅲ〕話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）

　　　　　　　　　〔Ⅳ〕無応答時再呼出し（ＣＣＮＲ）
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〔Ⅰ〕　コールウェイティング

１．定　義

　コールウェイティング（ＣＷ）は、使用できるインタフェース情報チャネルがないことの表示を伴って

（基本呼手順毎に）着信を加入者に通知するサービスである。ユーザは、（基本呼手順毎に）待機中の呼

を受けるか拒絶するか、あるいは無視するか選択できる。

２．解　説

2.1　概　要

　ＩＳＤＮのコールウェイティングサービスは、加入者Ｂに対してアウトバンドで着呼を通知することを

許す（オプションのインバンド表示については付録１を参照）。

　ある１つのインタフェース上の各ＩＳＤＮ番号で取扱うことが可能な呼（例えば通信中、保留中、呼出

し、待機）の最大数はサービス加入時に決定する。

　注）

　　少なくとも、１つのＢチャネルが利用可能である状況でも、全てのＢチャネルがビジーと同様な状況

となる端末がある。

　　呼の要求を受けていたり、既に通信中の呼を持っている端末は、Ｂチャネルの無い状況と同様な方法

で新しい着呼を処理することができる。すなわち積極的に着呼要求に反応することができる。さらに少

なくとも１つのＢチャネルが空きのとき、加入者Ｂのどのようなビジーな端末でも積極的に着呼に反応

することができる。

2.2　特殊用語

　この定義の中では、次の用語を使用する。

　加入者Ｂ：特定のインタフェース上で、網によるコールウェイティングサービスを受けている加入者

　ユーザＢ：Ｂにおいてコールウェイティングに反応するユーザ

　ユーザＣ：Ｂに対してコールウェイティングサービスを起動する原因となる発呼を行ったユーザ

　ユーザＡ：ユーザＢとの間の呼に携わっているユーザ（呼はいかなる状態にもあり得る）

　ユーザ応答タイマＴ１　　 ：提供した呼に対してＢにおける端末からの肯定応答を待つ期間を規定し

　(User Response Timer T1) 　た網のタイマ。これは基本呼の一部であり数秒の値である。

　無応答タイマＴ２　 ：ユーザＣからの呼に対してユーザＢからの応答（Answer) を待つ期間を

　(No Answer Timer T2) 　規定した網のタイマ。このタイマはオプションであり、その値は３０秒

　～２分の間である。

2.3　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　コールウェイティングサービスは電話テレサービスや、音声及び 3.1kHz オーディオベアラサービスに

適用するとき有効である。さらに他のサービスに適用される時もまた有効な場合がある。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　コールウェイティングは、サービス加入申し込みに基づいて提供されるか又は、網提供者のオプション

として、申し込みをしなくても全ての加入ユーザに対して一般的に使用できる形で提供される。コールウ

ェイティングは管理上の理由により取り消され得る。

　適用できる各ベアラサービスあるいはテレサービスの一部として、各ＩＳＤＮ番号、全てのＩＳＤＮ番
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号あるいはＩＳＤＮ番号の一部についてインタフェース上で利用（占有）され得る情報チャネルの最大数

を規定するオプションがある。

　ベアラサービスあるいはテレサービスに対してのコールウェイティングは、これらの制限を越える試み

が成されたときのみおこる。

　網提供者のオプションとして、コールウェイティングはいくつかのサービス加入オプション付きで提供

され得る。オプションは各ＩＳＤＮ番号やサービスの組合せに別々に適用される。各サービス加入オプシ

ョンに対してただ１つの値が選択可能である。サービス加入オプションの要約を以下に示す。

　　　　　サービス加入オプション　　　　　　　　　　値

　　　待機できる呼　　　　　　　　　　　　　- 全て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- 他は今後の検討課題

　　　発呼者に対する呼の待機通知　　　　　　- 無し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　- 有り

　さらに各インタフェース上の各ＩＳＤＮ番号、全てのＩＳＤＮ番号あるいはＩＳＤＮ番号群に規定され

得るサービス加入オプションは次の通りである。

　　　　　サービス加入オプション　　　　　　　　　　値

　　　待機できる呼の最大数　　　　　　　　　- １

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　-    　但し１≦   ≦ｎ－ｍ

　　注）パラメータｍ（情報チャネルの最大数）及びｎ（存在する全部の呼の最大数）は、関連する基本

サービス記述（標準ＪＴ－Ｉ２３１及びＪＴ－Ｉ２４１参照）に記載されている。Ｔ２の使用は

サービス提供者のオプションである。Ｔ２が使用されるとき、Ｔ２の値はサービス提供者によっ

てのみ変えられる標準値としてサービス提供者によって設定される。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　コールウェイティング（ＣＷ）サービスはサービス提供時にサービス提供者により活性化される。ＣＷ

サービスはサービス取り消し時に、サービス提供者により非活性化される。

　登録は適用されない。

　注）網オプションとしてユーザが網内でのＣＷサービスを活性化／非活性化する可能性は、長期間での

機能拡張として採り入れられる。

3.2.2　シーケンスの起動

3.2.2.1　加入者ＢのアクセスにユーザＣからの着呼がとどき、チャネルがビジー状態に遭遇するが、網が

決定したユーザ・ビジー状態でないとき、コールウェイティングサービスが起動され、加入者Ｂに

対しチャネルビジー状態であることの表示をともなった呼が提供される。

3.2.3　シーケンスの動作

3.2.3.1　Ｂアクセスにおいて、端末から通常の基本呼の時間内に、ユーザが着呼通知を知った旨の応答

（response）を受けたなら、網はユーザＣに、着ユーザに着呼通知が行われたことを通知する。網
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によってはコールウェイティングが行われていることも通知する。

3.2.3.2　ユーザＡ、あるいはユーザＢが通信中の呼の終了を要求した場合、この呼は基本呼として終了す

る。次にユーザＢは、Ｔ２が満了する前に通常の情報チャネル選択手順を用いてユーザＣからの待

機中の呼を受け入れることができる。

3.2.3.3　ユーザＢもまた保留サービスを使用して資源を空きにすることができる。次にユーザＢは　Ｔ２

の満了する前に通常の情報チャネル選択手順を用いて、ユーザＣからの待機中の呼を受け入れるこ

とができる。

3.2.3.4　使用中の加入者資源

　ユーザＣからの着呼が加入者Ｂのアクセスに到着し、Ｂチャネルが利用可能なとき、その呼は加入者Ｂ

に表示される。加入者Ｂのアクセスでの端末が他の呼のためにビジーでも、ユーザＣからの着呼を受け入

れられるなら、被呼者が着呼通知を受けていることを網に表示することができる。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.3.2　シーケンスの起動

　規定されない。

3.3.3　シーケンスの動作

3.3.3.1　加入者Ｂによって無視されたユーザＣからの着呼

　加入者Ｂが着呼の受け付けを行わないうちに、オプションである無応答タイマＴ２（No Answer Timer

T2）が満了するなら、網は、加入者Ｂに対しその呼が待機中でなくなったことを通知し、ユーザＣに対し

呼が接続されなかったことを通知する。ユーザＣへの適切な表示とともに、ユーザＣから試みられた呼を

通常に解放（無応答（no response)による呼の切断復旧）する。

3.3.3.2　ユーザＢによって拒否されたユーザＣからの着呼

　オプションである無応答タイマＴ２（No Answer Timer T2）は、加入者Ｂのインタフェース上の端末の

うちの１つが待機中の呼を拒否しても停止しない。これは他の端末がＴ２の規定時間の残りの間に待機中

の呼を受けることがあるからである。その様な拒否はその端末への表示を無効にする。オプションである

無応答タイマＴ２(No Answer Timer T2)の満了以前に呼び出し表示を応答したすべての端末から、待機中

の呼に対する拒否を受けたなら、網はユーザＣに対し呼が接続できなかったことを通知する。網はユーザ

拒否表示による呼の切断復旧を行い、ユーザＣから試みられた呼を通常解放する。網は加入者Ｂに、その

呼が待機中でなくなったことを通知する。

3.3.3.3　ユーザＣによる規定時間内の解放

　発呼ユーザＣがオプションである無応答タイマＴ２（No Answer Timer T2）の満了以前に、加入者Ｂに

対して試みた呼を解放する旨を網に通知するなら、網は、加入者Ｂに対してこの状況を通知し、ユーザＣ

から試みた呼の解放を開始する。
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3.3.3.4　ユーザＢのインタフェース上の端末からの肯定応答なし

　正常呼期間（ユーザ応答タイマＴ１（User Response Timer T1））内に、待機中の呼の存在を通知された

ことに対する肯定応答を、加入者Ｂのインタフェース上の端末から受信しないなら、網は、ユーザＣへ解

放理由を伝えてユーザＣから試みた呼を解放する。

3.3.3.5　利用可能な資源なし

　ユーザＢが呼を受け付け、その呼を接続させるための網資源が無い（即ち利用できる情報チャネルが無

い）なら、網は、ユーザＢに理由表示「利用可能なＢチャネルなし」とともにエラーを表示する。網は、

呼を復旧せずに、ユーザＣがその呼を復旧するかあるいはオプションである無応答タイマＴ２（No

Answer Timer T2）が満了するまで、受け付けのための別のユーザＢ表示を待つ。

3.3.3.6　待機中の呼が最大数に達した場合

　待機しうる呼の最大数の限度に達した場合、加入者Ｂはビジーとみなされる。この期間中はいかなる着

呼もそれに応じて取り扱われる。

3.4　代替手順

3.4.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.4.2　シーケンスの起動と動作

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。。

５．　相互接続での要求条件

　ＩＳＤＮの外部から生じた呼は、加入者Ｂのサービスに影響を及ぼすことなく、加入者Ｂのアクセス上

でコールウェイティングを受けることができる。サービス提供者のオプションとして、特別なインバンド

表示が通常の呼び出し表示の代わりに発呼ユーザに提供されることがある（付録１参照）。

私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ユーザＣが加入者Ｂと異なる網に属しているとき（例えばあるユーザが私設ＩＳＤＮに、他のユーザが

公衆ＩＳＤＮに属しているとき）適用可能ならば、ユーザＣへの表示はユーザＣに送るためにユーザＣの

属する網に送られる。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

　適用されない。

6.2　コールトランスファ

　コールウェイティング及びコールトランスファの両方のサービスに加入しているユーザＢは、ユーザＣ

との接続を確立するまでユーザＣからの待機中の呼を転送できない。

　ユーザＢはユーザＡとの呼が通信中であり、ユーザＣからの待機中の呼の表示を受けたと想定する。ユ
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ーザＡとユーザＢは、それらのアクセスでコールウェイティングサービスに加入しており、ユーザＢはコ

ールトランスファサービスに加入している。ユーザＢは、ユーザＡをユーザＤへ転送しようとする。

　- ユーザＢはユーザＡを別の加入者に転送する前又はその途中に、ユーザＣからの待機中の呼の表示を

受ける可能性がある。コールウェイティング表示は、ユーザＢの起動する転送のタイプ（即ち、ノー

マル、シングルステップあるいはイクスプリシット）にかかわらず行われる。ユーザＡが転送された

とき、Ｂチャネルは通常のアイドル状態となり、ユーザＢは待機中の呼に応答出来るようになる。

　- ユーザＡが、転送過程の前または途中に、コールウェイティング表示を受けているなら、ユーザＡの

呼のユーザＤへの転送が完了したときに、ユーザＡは呼待機表示を維持する。ユーザＡは、（要求す

る場合）待機中の呼を受ける為に通常のコールウェイティング手順を使用できる。

　- ユーザＤが、転送過程の途中にコールウェイティング表示を受けたなら、（例えばユーザＢとのコー

ルウェイティング呼が存在している時）ユーザＡの呼のユーザＤへの転送が完了したときに、ユーザ

Ｄは待機中の呼の表示を維持する。ユーザＤは、（要求する場合）待機中の呼を受けるために通常の

コールウェイティング手順を使用できる。

　一般的に、被呼ユーザがコールウェイティングサービスに加入しているとき、コールウェイティング表

示がユーザＡまたはＢ（および転送過程の間のユーザＤ）へ送られる。

6.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　ユーザＢが、（サービス提供者が設定したすべての制限時間内に）待機中の呼を受けるためにコールウ

ェイティング手順の１つを使用するとき、ユーザＣは接続を通知される。接続されたユーザＢの番号は接

続完了の確認の中で伝えられる。

6.4　接続先番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　Ｂにおけるユーザがコールウェイティング表示をもらっており発信者番号通知サービスに加入していた

なら、コールウェイティング表示が与えられたときに、Ｂにおけるユーザに発呼側の番号が提示される。

6.6　発信者番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　発信者番号通知制限サービスに加入しているＣにおけるユーザが、コールウェイティングサービスに加

入しているＢにおけるユーザに接続すると想定する。起動のとき、Ｂにおけるユーザは、コールウェイテ

ィング表示を受けるが、発呼側ユーザＣの番号は受けない。

6.7　閉域接続

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.8　会議通話

　会議通話を行っているＢにおけるあるユーザは、待機中の呼の表示を受ける。



－ 7 － ＪＴ－Ｉ２５３

　すでに会議が設立されている：

　1)コールウェイティングを開始したいかなる加入者も着呼の表示をうけとることができ、待機中の呼を

受けるために会議への接続を保留することができる。

　2)会議主導者は、(要求する場合)待機中の呼に応答し、「既存呼からの加入者の追加」手順を使用して

待機中の呼から参加者を追加することができる。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

　注）以下に状況を詳述する。

　ユーザＢがＮＤＵＢ（網が決定したユーザビジー）であれば、ビジー時着信転送が行われ、その呼は提

供されない。

　ユーザＢがＮＤＵＢでなければ、その呼は提供され、その結果ＵＤＵＢ状況になると、ビジー時着信転

送が行われる。

6.10.2　無応答時着信転送

　加入者Ｂが無応答時着信転送（ＣＦＮＲ）を開始していたなら、コールウェイティングサービスの定義

の中で記述されるように、呼は待機呼として提供される。無応答時着信転送タイマの有効期間内に、この

呼に対する応答（answer) を得られないなら、無応答時着信転送サービスが起動され、無応答時着信転送

のサービス定義によって転送される。

6.10.3　無条件着信転送

　加入者Ｂが、無条件着信転送を開始していたなら、網は転送条件の実行の方をコールウェイティングよ

り優先する。無条件着信転送は、待機中の呼の状態を変化させずに呼が待機中のときもサービス開始でき

る。

6.11　代　表

　コールウェイティングサービスは代表グループの中の１回線に対する提供ができない。

6.12　三者通話

　三者通話サービス動作（ミニマル三者通話サービス又は三者間相互通話中）を行っているＢにおけるユ

ーザは、待機中の呼の表示を受ける。待機中の呼を取り扱うための手順と制約は三者通話サービス解説の

中で定義される。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　呼設定メッセージの中に含まれるユーザ・ユーザ情報（ＵＵＩ)(サービス１）はコールウェイティング

表示とともに加入者Ｂへ送られる。

　呼び出しフェーズ中に、発呼ユーザから着呼ユーザへ送られるＵＵＩ（サービス２）は、着呼側の構成

がポイント・ポイントであるとき送信が許される。
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　着呼ユーザがユーザ・ユーザ情報転送サービスに加入しているなら、着呼側の構成がポイント・ポイン

トであるとき待機中の呼に対する拒否に、ユーザ・ユーザ情報（サービス１）を含めることができる。

　ユーザ・ユーザサービス３との相互作用はない。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　ＩＳＤＮユーザが、コールウェイティング表示を受けたとき、そのＩＳＤＮユーザは通信中の呼を保留

するため保留サービスを使用し、待機中の呼に応答（answer）することができる。保留サービスを使うこ

とによって、呼は待機状態にならない。

6.16　課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.17　優先割り込み

　 1) 着信呼が、優先レベル最下位である場合（優先順位４）で

　　a)　１個又はそれ以上の優先割り込み（ＭＬＰＰ）呼が、最下位の優先順位の場合

　　　　相互作用無し　－　コールウェイティングサービスが起動される。

　　b)　全てのＭＬＰＰ呼が、優先呼の場合

　　　　コールウェイティングサービスが起動される。網提供者のオプションとしてインバンドコールウ

ェイティング・トーンが適用されていても、この場合にはトーンが優先度の高い呼を妨害してしま

うため、トーンは提供されない。

　 2) 着信呼が、優先呼である場合で

　　a)　１個又はそれ以上のＭＬＰＰ呼が着信呼よりも、優先度が低い場合

　着信者が割り込み不可でないならば、最下位順位のＭＬＰＰ呼が割り込みを受ける。割り込み不

可であれば、コールウェイティングサービスが起動され、着信呼の優先順位が、コールウェイティ

ング表示とともに、着信者に通知される。

　　b)　１個又はそれ以上のＭＬＰＰ呼が、着信呼と同優先順位で、残りのＭＬＰＰ呼が、着信呼より優

先順位が高い場合

　コールウェイティングサービスが起動される。コールウェイティング表示とともに着信呼の優先

順位を着信呼と同じ優先順位でのＭＬＰＰ呼として通信中の着呼ユーザに通知される。

　着信者が、より優先レベルの高いＭＬＰＰ呼として通信中ならば、コールウェイティングサービ

スが起動される。網提供者のオプションとして、インバンドコールウェイティングトーンが適用さ

れていても、この場合にはトーンが優先度の高い呼を妨害してしまうため、トーンは提供されない。

　　c) 　すべてのＭＬＰＰ呼がより優先度が高い場合

　コールウェイティングが起動される。網提供者のオプションとして、インバンドコールウェイテ

ィングトーンが適用されていても、この場合にはトーンが優先度の高い呼を妨害してしまうため、

トーンは提供されない。

6.18　優　先

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。



－ 9 － ＪＴ－Ｉ２５３

７．動的記述

　このサービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕に示す。
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕（１／５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.1)

コールウェイティングの全体ＳＤＬ

空き

呼設定要求

/*Ｃから*/

‘Ｂへ“利用可能な
情報チャネル無し”
通知とともに呼を

提供する’

呼設定表示

応答待ち
タイマセット
（タイマ１）

ユーザ応答待ち

コールウェイ
ティング
空き

コールウェイ
ティング
空き

‘YES’

‘YES’

‘YES’

‘YES’

‘NO’

‘NO’

‘NO’

‘ユーザＢ
で存在する待機呼

は最大数’

‘ユーザＢ
で存在する呼は

最大数’

‘ユーザＢ
でのチャネルは
利用不可’

基本呼あるいは
他の可能な付加サービス

他の可能な付加サービス
例えばＣＦＢ

基本サービスと同様



－ 11 － ＪＴ－Ｉ２５３

図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕（２／５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.1)

コールウェイティングの全体ＳＤＬ

ユーザ応答待ち

切断要求

（理由表示）

‘通　知
オプション’

‘応答したユーザ

Ｂを記録’

報告表示（コール
ウェイティングを
伴った呼び出し）

呼設定応答

（応答(answer)）

タイマ１
/*応答待ち
タイマ*/

切断要求
/*Ｃからの呼
の解除要求*/

報告要求

（呼び出し）

タイマ１リセット

/*応答待ちタイマ*/

報告表示

（呼び出し）

‘無
応答タイマ
オプション’

無応答タイマ

セット（タイマ２）

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

有 無

‘Ｃに待機通知無し’‘Ｃに待機通知’

基本呼処理
参照

基本呼処理
参照

基本呼処理
参照

基本呼処理
参照
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕（３／５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.1)

コールウェイティングの全体ＳＤＬ

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

呼設定応答
/*ＢからＣへ
の応答*/

Ｂチャネル
利用可能

呼の受け１入れ

（Ｃ－Ｂ）

‘理由表示“利用可
　能なＢチャネルな
　し”を伴ったエラ
　ーを送信’

報告要求

（呼び出し）

通信中

/*呼Ｃ－Ｂ*/

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

‘呼び出し端末

記録’

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

NO

YES
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕（４／５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.1)

コールウェイティングの全体ＳＤＬ

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

ＢからのＡの

保留要求

保留（Ｂに

よるＡ－Ｂ）

切断要求
/*Ａからの
呼の終了*/

切断要求
/*Ｃから
の拒否*/

切　断

（Ａ－Ｂ）

呼び出し応答を
行なっていない
端末からだけ

基本呼処理参照保留サービス参照

基本呼処理
参照

チャネル予約
なし
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅰ〕（５／５）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.1)

コールウェイティングの全体ＳＤＬ

ＴＴＣ中村・編集注：修正内容が表示できないため、暫定的にＳＤＬの箱は大きくした。

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

切断要求
/*Ｃから
の拒否*/

タイマ２

/*無応答タイマ*/

ユーザ拒否

全ての呼び
出し端末からの

拒　否

タイマ２リセット

/*無応答*/

Ｃ－Ｂ拒否
理由表示：ユーザ

拒否

切断要求
/*Ｂへの呼の

終了*/

ユーザ
拒否を受信して

いる

タイマ２リセット

/*無応答*/

切　断

（Ｃ－Ｂ）

解放表示

“待機呼は終了”

Ｃ－Ｂ拒否
理由表示：ユーザ
応答(Response)

無し

解放表示“呼は

待機中ではない”

NO

NO

YES

YES

空き

空き

ユーザ応答

/*Ｃ－Ｂ待ち*/

呼び出しを行った

１つの端末から
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付録１

オプションインバンド表示

インバンドのコールウェイティング表示

　さらに、サービス提供者のオプションとして、音声ベアラサービス及び電話テレサービスで使用されて

いるチャネルに対してインバンドの可聴音による通知を行うことができる。この場合トーン信号は、ＩＴ

Ｕ－Ｔ勧告Ｅ．１８０に従う。

サービスの活性／非活性

　さらに、オプションであるインバンドのコールウェイティング表示時に、加入者Ｂは適切な要求で、コ

ールウェイティングを活性化したり非活性化したりできる。網がサービスの活性／非活性を提供するか否

か、その提供の程度は網に依存する。網が提供しているなら、網は加入者Ｂ（アクセス上の全ての端末）

に対して成功又は、不成功の通知を行う。

相互接続での要求条件

　ＩＳＤＮ加入者が、非ＩＳＤＮ加入者からの呼を受けるなら、網は、加入者Ｂに対し通常の方法でコー

ルウェイティング表示を送る。

　さらに、オプションであるインバンドのコールウェイティング表示時に、コールウェイティング加入者

がインバンド表示を指定した番号に対する着呼についてだけ、3.1kHz オーディオベアラサービスで使用中

のチャネルにインバンド表示が適用される（経過表示によって呼が公衆電話網から発信されたことの通知

がある場合）。

付録２

付加的なビジー情報

ビジー情報の追加

　Ｉ．２２１で検討事項となっていた、サービス加入オプションと定義に関するテキストを以下に記す。

インタフェース上での全てのサービスに適用されるサービス加入オプションは、次の通りである。

　　　　サービス加入オプション　　　　　　　　　　　　値

　　　インタフェース上の情報チャネルの最大数　　　　　ｃ

ビジー状態の定義

　チャネルビジー　：ネットワーク上で呼が利用できる適当な情報チャネル（物理的又は、論理的）がな

い時に、この状態となる。サービス又は、インタフェースに関する情報チャネルの

使用限度を越えた場合である。

　呼の使用数が最大：加入者インタフェース又は、サービス提供上で使用可能な呼を全て使用した時に、

この状態となる。
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〔Ⅱ〕　保　　留

１．定　義

　保留（ＨＯＬＤ）はユーザが、設定されている呼の通信を一時中断し、また再接続することができるサ

ービスである。別の呼の発信または着信を可能とするため、通信を中断した後、Ｂチャネルを予約するこ

とができる。予約はユーザオプションとしてサービス提供者から提供される。保留は、サービスを受ける

ユーザと保留された加入者との間のＢチャネル上の通信を再確立する保留解除機能を含む。

　注）特定の端末によって、同時に２つ以上のＢチャネルを保留にするような使用はこの標準の範囲外で

ある。

２．解　説

2.1　概　要

　保留を起動すると、Ｂチャネル上の通信は中断され、そのＢチャネルは既に設定された呼による使用か

ら解放される。

　予約が契約されている場合は、Ｂチャネルは保留を起動した端末が使用するために予約される。

　ユーザ（端末によって識別）が呼を保留にし予約が指定されている場合は、その呼を保留から解除した

り、別の呼の設定、解除、接続を行うことができるように、１つのＢチャネルは常にそのユーザのユーザ

インタフェース上で使用可能な状態になっていなければならない。（ⅰ）ユーザが１つまたは複数の呼を

予約指定の保留にしているとき、及び（ⅱ）他の呼が接続されていないときには、必ず、１つのＢチャネ

ルをそのユーザが使用できるような状態になければならない。つまり、網は、保留の起動に使用した端末

のために２つ以上のＢチャネルを予約してはならない。

　保留を指定したユーザが通信の再設定を希望する場合は保留解除を要求する。保留解除に成功するかど

うかはＢチャネルが予約されているかどうか、及びＢチャネルがそのユーザのために使用可能な状態にあ

るかどうかによって決まる。

2.2　特殊用語

　規定されない。

2.3.　テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

　保留サービスは全ての回線交換モード基本テレコミュニケーションサービスに適用可能である。幾つか

のサービスにはあまり意味のないサービスになるかも知れないが、網はその適用性を制限しない。

３．手　順

3.1　サービス提供／取消

　保留はサービス提供者と事前の取り決め後、提供されるか又は常時利用可能である。保留はしばしば他

の付加サービス（例：コールウェイティング、三者通話）と一緒に使うことができるので、サービス提供

者は保留の申し込みをそれらの付加サービスの申し込みに含まれた形にすることも出来る。

　取消しは加入者の要請があったとき、又はサービス提供者の理由によって行われる。

3.2　通常手順

3.2.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。
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3.2.2　シーケンスの起動と動作

3.2.2.1　保留要求

　サービス対象ユーザはサービス提供者に対してインタフェース上の通信を中断することを指示する。呼

は次のようなとき保留状態に設定される。

　発信ユーザのインタフェース上では呼が応答を受けた後から、その呼を終える前までなら任意の時に、

或いはサービス提供者オプションとして

　 (1) 　呼び出しの開始後、または

　 (2) 　発信ユーザが呼処理に必要な全ての情報を提供した後、

保留状態になる。

　着信ユーザのインタフェース上では呼が応答された後、呼切断動作開始までの間の任意の時間に着信ユ

ーザによって保留状態になる。

　つぎにインタフェース上の通信が中断される。サービス提供者はこの動作を確認し、予約オプションに

従って関連するチャネルを他の使用に対して使用可能にする。オプションとして、網は被保留側に対して

呼が保留状態になっていることを通知することができる。

　呼が応答を受ける前に保留されたときは、サービス提供者はオプションとして

　 1) 　ユーザが呼に応答したとき通知される。または

　 2) 　呼設定要求に対する何らかの応答を返送したユーザは任意の時に通知される。

　呼が保留になっている場合にはどちらの側からもその呼を切断することができる。

3.2.2.2　解除要求

　保留を起動したユーザがその呼の保留解除を通知した場合、サービス提供者は通信を再設定し（Ｂチャ

ネルが使用可能である場合）、ユーザに対しておよびオプションとして被保留者に対して呼が現在通信中

であることを通知する。

　呼が応答を受ける前に解除された時は、サービス提供者オプションとして

　- 着信ユーザが呼の保留を通知されてなければ、応答待ちの保留通知を解除によって取消しそのユーザ

には通知されない。又は

　- 呼設定に対する何らかの応答を返送したユーザにはその時点で通知される。

　ユーザはオプションとして、呼の保留解除要求で、Ｂチャネル選択パラメータを通知できる。このパラ

メータとしては次のものがある。

　 (1) 　使用可能な任意のチャネル。

　 (2) 　望ましいチャネルを指定する。

　 (3) 　チャネルを限定的に指定する。

　サービス提供者がその要求を満たすことができるならその呼は通信中フェーズに戻り、満足できない場

合、その理由表示をユーザへ返送し要求を拒否する。

3.2.2.3　予約処理

　１つのチャネルに対する予約に関しては次の条件を適用する。

　 (1) 　保留が解除された場合に、どのチャネルがその呼を解除するのに使用されているかに関係なく、
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その呼に関連するチャネルに対するすべての予約が解除される。

　 (2) 　呼が切断されると、この呼に関連するチャネルに対する予約がすべて解除される。サービス提供

者はその端末のために関連する保留呼がなくなるまでＢチャネルの予約を継続する。

　 (3) 　すべての予約が解除されると、通常のチャネル割付手順が適用される。

　 (4) 　あるユーザ（端末によって識別される）があるチャネルに対して予約が適用されている状態で、

そのユーザがそのチャネルを保留状態の呼としてしか使用していない場合、網はそのチャネルを、

それ以降に入ってくる呼について、「閉塞」とみなす。

3.3　例外手順

3.3.1　サービスの活性／非活性／登録

　規定されない。

3.3.2　シーケンスの起動と動作

3.3.2.1　保留要求

　サービスを契約していないユーザが呼を保留しようとした場合、または、なんらかの理由でサービス提

供者が呼を保留にできない場合、ユーザに対してその失敗の理由を表示する。

3.3.2.2　保留解除要求

　サービス提供者が保留呼を保留解除できない場合、ユーザに失敗の理由を表示する。（たとえば、使用

可能なチャネルがないとか、その呼が切断復旧中であるという理由が表示される。）

3.4　代替手順

　規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

5.　相互接続での要求条件

5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　このサービスの動作は接続相手先の属性（ＩＳＤＮか非ＩＳＤＮ）による影響を受けない。

　相手が非ＩＳＤＮユーザの場合そのユーザへの呼の保留／解除についての通知は提供されない。この相

互接続においては、呼び出しが開始される以前に呼が保留されることがある。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　リモートユーザがサービス対象ユーザと異なる網にいる場合（例：リモートユーザが私設ＩＳＤＮでサ

ービス対象ユーザが公衆ＩＳＤＮ）、リモートユーザへの表示がリモートユーザの網に送られる。

６．他の付加サービスとの相互作用

6.1　コールウェイティング

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスに影響を及ぼさず両立する。

　注）全チャネルが「閉塞」（ビジーまたは予約）で、かつユーザがコールウェイティングサービスを契

約している場合は、網は『使用可能なインタフェース情報チャネルがない』という表示を伴った着

呼を提供することができる。
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サービス対象ユーザはその着呼を予約チャネルを使用して受けることができる。

　ユーザは保留機能を使用して、生起中の呼を保留にし、コールウェイティングの着呼に応答することが

できる。

6.2　コールトランスファ

　転送前の保留呼において、コールトランスファの起動は影響を受けない。

　転送されたユーザ（ユーザＢ／Ｃ）の一方が転送元ユーザ（ユーザＡ）との呼を転送前に保留した場合、

転送された呼は転送されたユーザ（ユーザＢ／Ｃ）による保留を継続している。

　転送後の呼における被保留ユーザは、転送元ユーザ（ユーザＡ）からもう一方の転送されたユーザ（ユ

ーザＣ／Ｂ）に置き換えられる。

　注）保留手順は対称的であるので、両者が互いに保留にする場合がある。したがって、保留およびコー

ルトランスファサービスに契約している２者が互いに通話中の呼を保留にし同時に他の加入者に転

送することも可能である。つまり、加入者Ａと加入者Ｂが通話中であると、加入者Ａはその呼を保

留にし、加入者Ｂを加入者Ｃに転送し、同時に、加入者Ｂが加入者Ａとの呼を保留にし、加入者Ａ

を他の加入者Ｄに転送することも可能である。

6.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.4　接続先番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.5　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.6　発信者番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.7　閉域接続

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.8　会議通話

　通話中の会議通話に参加している加入者（会議主導者または会議参加者）はその会議通話を保留にし、

その後会議通話への接続を解除することができる。会議通話を保留にした加入者はその前に保留にしてい

た他の加入者の保留を解除することができる。会議通話サービスの中の保留に関する記載である 6.15 を

参照。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.10　着信転送

6.10.1　ビジー時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10.2　無応答時着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10.3　無条件着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.10.4　呼毎着信転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.11　代　表

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.12　三者通話

　三者通話に参加している全てのユーザは、三者通話の接続呼を保留でき、後で解除できる。三者通話の

１つのユーザの接続が保留されている間、残りのユーザは通話できる。

6.13　ユーザ・ユーザ情報転送

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.14　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.15　保　留

　保留加入サービスが１つの呼に参加している双方のユーザに提供されている場合、それぞれのユーザは

相手のユーザによる操作とは無関係に、その呼を保留にしたり解除したりすることができる。

6.16　課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.17　優先割り込み

　保留呼は、被保留者のインタフェースにおいて網資源やチャネルの不足から優先的に占有されることが

ある。その呼は切断され、保留を起動したサービス対象ユーザはその割り込みを通知される。

　１つのインタフェースに複数の端末が接続されている場合、他の端末によって保留呼のために予約され

た１つの空きチャネルは、より高位な優先呼の接続のために捕捉されることもある。更に、保留呼のため

に予約された通信中のチャネルもより高位な優先呼を接続するために優先的に捕捉される。どちらの場合

も、保留呼は割り込まれない。そしてチャネルが利用可能になったとき、保留が解除できる。

6.18　優　先

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。
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6.19　悪意呼通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.20　発信規制

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.21　着信課金

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

6.22　サブアドレス

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさず両立する。

７．動的記述

　本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅱ〕に示す。
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅱ〕動的記述（１／２）

　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.2)

保留アイドル

保留要求

要求受付？

保留拒否

オプション

保留通知

Ｂチャンネル予約？

Ｂチャンネル予約

呼の使用から
Ｂチャンネル

を解放

保留確認

保留アイドル

保留起動中

保留動作

NO

YES

YES

NO
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図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３　〔Ⅱ〕動的記述（２／２）

　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.253.2)

保留起動中
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Ａ
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〔Ⅲ〕　話中時再呼出し

１．定　義

  話中時再呼出し（ＣＣＢＳ）は、着信先Ｂがビジーの場合、発信ユーザＡの要求によりビジーの着信先

Ｂが空きになった時に発信ユーザＡへ通知し、指定された着信先Ｂを網にて再呼出しするサービスである。

２．解　説

2.1  概　要

  ＣＣＢＳサービスは基本アクセスまたは一次群アクセスを経由して網に接続されているユーザに適用さ

れる。

  ＣＣＢＳサービスでは着信先Ｂがビジーの場合、着信先Ｂが空きになった時にユーザＡが新たな呼を生

起させることなしに呼を再設定することができる。

  ユーザＡがＣＣＢＳサービスを要求すると、網は着信先Ｂが空きになるのを監視する。

  着信先Ｂが空きになった時に、そのリソースが発信呼にて再利用されることを許容するために網では着

信先Ｂのアイドルガードタイマで定義された短い時間、待ち合わせる。この時間内に着信先Ｂでそのリソ

ースが再利用されなかった場合、網はユーザＡを自動的に再呼出しする。

  ユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを受理すると、網は着信先ＢへＣＣＢＳ呼を自動的に生起する。

2.2  特殊用語

  ユーザＡ：発信ユーザであり、ＣＣＢＳサービスが提供されるユーザ。

  着信先Ｂ：最初の呼設定のアドレスに設定されたエンティティ。

  ＣＣＢＳ要求：ＣＣＢＳサービスの活性化要求。ＣＣＢＳサービスの完了条件が整うまでキュー内に保

持される。

  ＣＣＢＳ再呼出し：網が着信先ＢへのＣＣＢＳ呼を設定する準備ができ、網がユーザＡからこの表示の

応答待ちであることをユーザＡへ通知するユーザ・網表示。

  ＣＣＢＳ呼：ユーザＡのＣＣＢＳ再呼出しの受理によりユーザＡから着信先Ｂへ網にて設定する呼。

  ビジー：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２１ 3. を参照。

  ユーザが決定したユーザビジー： ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２１ 3. を参照。

  網が決定したユーザビジー： ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２１ 3.を参照。

  空き：着信先Ｂがビジーでない時に空きとみなされる。

  ＣＣＢＳビジー：次の何れか１つの条件でユーザＡをＣＣＢＳビジーとみなす。

    - ユーザＡに最大数の呼が着信

    - ユーザＡで使用可能なＢチャネルなし

    - ユーザＡでＣＣＢＳ再呼出し中

  保持タイマ：このタイマは呼がビジーである時に発信ユーザによって提供された全ての情報を網が保持

する時間を指定する。このタイマは基本呼手順の一部である。このタイマは基本呼手順としてはオプショ

ンであるが、ＣＣＢＳサービスの動作に必要である。このタイマの最小値は 15 秒である。

  ＣＣＢＳサービス継続タイマ：このタイマは網内でユーザＡに対してＣＣＢＳサービスを活性化させて

おく最大時間を指定する。このタイマ値は網オプションで代表的には 15～45 分である。

  ＣＣＢＳ再呼出しタイマ：このタイマは網がＣＣＢＳ再呼出しに対するユーザＡからの応答を待つ最大

時間を指定する。このタイマ値は 10～20 秒である。

  着信先Ｂのアイドルガードタイマ：このタイマは着信先Ｂが空きになった後、網がユーザＡへの通知を

見合わせる時間を指定する。このタイマ値は 0～15 秒である。
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  整合端末：着信先Ｂへの最初の呼で要求されたベアラサービスまたはテレサービスを提供でき、かつ着

信先Ｂへの最初の呼に設定の着信ユーザを識別するＩＳＤＮ番号とサブアドレスで呼を受理できる端末。

2.3  テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

  ＣＣＢＳサービスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３０で定義された全ての回線モードベアラサービスと次の例

外を除いたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２４０で定義された全てのテレサービスに適用される。

   (a)   テレビ電話テレサービスの２呼（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ７２１を参照）

   (b)   ２つ以上のＢチャネル使用を要求する全ての他の回線交換テレコミュニケーションサービス

３．手　順

3.1  サービス提供／取消

  ＣＣＢＳサービスはサービス提供者との間で事前に取り決めの後、ユーザＡに提供されるかまたは通常

に利用可能である。

  ＣＣＢＳサービスの取消は加入者の要求またはサービス提供者の理由により行われる。

  サービス提供者オプションとして、ＣＣＢＳサービスではユーザＡの全てのアクセスに適用される加入

契約オプションを提供する。その加入契約オプションは表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕に示す。

表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕

                                      (ITU-T I.253.3)

加入契約オプション 値

再呼出しモード   - アクセス上の全端末に提供されるＣＣＢＳ再呼出し

  - ＣＣＢＳを活性化した端末に提供されるＣＣＢＳ再呼出し

  加入契約オプションが提供されない場合、表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕の２つの値の１つをサービ

ス提供者が選択する。網オプションとして、着信先での整合端末の存在を検証する場合がある。

3.2  通常手順

3.2.1  サービスの活性／非活性／登録

3.2.1.1  サービスの活性

  着信先Ｂがビジーの場合、保持タイマで定義された期間、すなわちユーザＡがＣＣＢＳサービスを活性

化できる間に網は呼情報を保持する。

  着信先Ｂのアクセス上で整合端末が存在する場合のみ、ＣＣＢＳサービスの活性化は網で受理される。

網では全ての端末がその端末整合性を表示できるとみなす。

注）網によっては整合性確認機能を提供しない場合がある。

  網がＣＣＢＳサービスの活性化を受理する場合、網は最初の呼要求に含まれる着信先の識別子を登録し、

その活性化が成功したことをユーザＡへ通知する。着信先Ｂに対する複数の要求はキューに接続される。

  ＣＣＢＳサービスの活性化が受理されると、ＣＣＢＳサービス継続タイマが開始される。網は着信先Ｂ

が空きになるのを監視する。

注）「ユーザが決定したユーザビジー」のケースに、網は着信先Ｂが空きになることを監視しない場合が

ある。この場合、ユーザＡが着信先Ｂに対してＣＣＢＳサービスを要求すると、網は「短期拒否」理

由をユーザＡへ通知する。
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　ユーザＡはある制限された数のＣＣＢＳ要求を行うことができる。この制限は最大値 5 のサービス提供

者オプションである。そのＣＣＢＳ要求は異なる着信先に行うことができ、または異なるサービス要求

（例えば、ベアラサービスとテレサービスの要求）を伴う同じ着信先Ｂに行うことができる。サービス提

供者オプションとして、同じサービス要求を伴う同じ着信先Ｂに行うこともできる。

  着信先Ｂではある制限された数の着信ＣＣＢＳ要求をキューに接続することができる。この制限は最大

値 5 のサービス提供者オプションである。

  ＣＣＢＳサービスを活性化しても、ユーザＡは通常と同様に呼を発信し着信することができる。

3.2.1.2  サービスの非活性

  ユーザＡは、次の非活性要求を利用できる。

   (1)   指定のＣＣＢＳ要求を非活性。この要求には最初の活性化に関連づけるために十分な情報を含む。

または、

   (2)   ＣＣＢＳ要求をすべて非活性。

　非活性が成功した場合には、当該ＣＣＢＳ要求は廃棄される。

  ユーザＡは非活性が成功したことを通知される。指定のＣＣＢＳ要求が非活性化される場合、網は指定

のＣＣＢＳ要求の非活性を表示する。

  再呼出しモードが「全端末に提供されるＣＣＢＳ再呼出し」である場合には、ユーザＡの何れかの端末

からユーザＡに対して登録されたどのＣＣＢＳ要求もユーザＡは非活性化できる。

  再呼出しモードが「ＣＣＢＳサービスを活性化した端末に提供されるＣＣＢＳ再呼出し」である場合に

は、その指定端末からのＣＣＢＳ要求のみをユーザＡは非活性化できる。

3.2.1.3  サービスの登録

  適用されない。

3.2.2  削　除

  適用されない。

3.2.3  シーケンスの起動と動作

  着信先Ｂが空きになった時、または着信先Ｂが空きでかつ次の事象のいづれかが発生した時、

    - ＣＣＢＳ要求を受信、または

    - ＣＣＢＳ要求の処理を中断解除

着信先ＢのＣＣＢＳキュー中のエントリが処理中でなければ、着信先ＢのＣＣＢＳキューは処理される。

同一着信先への複数エントリが同時に並行処理されることはない。

  網は中断解除の１番目の要求を選択し、ＣＣＢＳ呼の完了に必要な着信先Ｂのインタフェースリソース

（例えば、Ｂチャネル）を予約する。着信先Ｂは予約されたアクセスリソースあるいは他の空きリソース

を発呼するために使用できる。ただし、着信呼はこれらの予約されたリソースを使用できない。

  網は着信先Ｂに空きの整合端末があるか確認を行なう。

注）網によっては整合性確認機能を提供しない場合がある。

  整合性確認を行った結果、全端末が属性不一致である場合、次の中断解除の要求について確認を行う。

その他の場合には、網は着信先Ｂのアイドルガードタイマを開始させる。

  着信先Ｂのアイドルガードタイマが満了時、着信先Ｂでインタフェースリソースが利用可能で、かつ整

合性確認が完了し着信先Ｂで整合端末がまだ空きであれば、ユーザＡは以下のように呼出しされる。
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  ユーザＡがビジーでもなくまたＣＣＢＳビジーでもない場合、ＣＣＢＳ再呼出し表示とそのＣＣＢＳ再

呼出し表示に適用したＣＣＢＳ要求に対応する表示でユーザＡは再呼出しされる。その時にＣＣＢＳ再呼

出しタイマが開始される。

  ＣＣＢＳ再呼出しタイマ満了前にユーザＡが再呼出しを受理した場合、ユーザＡの網は着信先Ｂに対し

てＣＣＢＳ呼を設定する。着信先ＢがＣＣＢＳ呼の呼出しを受けていることを示す表示をユーザＡの網が

受信した時に、当該ＣＣＢＳ要求は完了したとみなされる。

　そのアイドルガードタイマが起動中で、かつ着信先ＢへのＣＣＢＳ呼を着信待ちの間、新たな着信呼が

着信先ＢのＣＣＢＳキューで処理されている（中断解除の）要求と同一の着信先選択情報を有するサービ

ス要求をもつ場合でも、その新たな着信呼は着信先Ｂへ提供されない。

  このような着信呼の場合、着信ユーザはビジーとみなされ、発信ユーザは基本呼手順に従ってその旨を

通知される。

  着信先ＢのＣＣＢＳキュー内のＣＣＢＳ要求はそれらが受信された順に処理される。着信先ＢのＣＣＢ

Ｓキューを処理中の間、中断状態のＣＣＢＳ要求は無視される。

  あるＣＣＢＳ要求の処理でＣＣＢＳ呼が全く生起しない場合には、その理由に関わらず着信先Ｂでアク

セスリソースがまだ利用可能であれば、着信先ＢのＣＣＢＳキュー内にある次要求が選択され処理される。

この手順は着信先ＢのＣＣＢＳキューの処理が完了するまで繰り返される。

  あるＣＣＢＳ要求の処理でＣＣＢＳ呼が全く生起せず、かつアクセスリソースが着信先Ｂで利用できな

い場合には、その理由に関わらずＣＣＢＳサービスに対して予約されたリソースは解放され、網では着信

先Ｂが空きになるのを監視する。

  着信先ＢのＣＣＢＳキューがすべて処理され、ＣＣＢＳ呼が全く生起されない場合、その処理は完了し

ＣＣＢＳサービスに対して予約されたリソースが解放される。

  着信先ＢのＣＣＢＳキュー内に中断解除の要求がある場合には、次を実行する。

    - 着信先Ｂがビジーの場合、網は着信先Ｂが空きになるのを監視する。または、

    - 着信先Ｂが空きの場合には、着信先ＢのＣＣＢＳキューが処理される。

3.2.4  照　会

  ユーザＡはＣＣＢＳサービスの状態を要求することができる。その要求に対する応答で、以下の情報が

提供される。

   (1)   一般要求の応答では、ＣＣＢＳ要求に対するアドレスリストをユーザＡは通知される。または、

   (2)   １つの特定アドレスに関する指定要求の応答では、当該アドレスに対するＣＣＢＳ要求があるか

どうかをユーザＡは通知される。

注）いづれの場合も、網はＣＣＢＳ要求に関連する情報（すなわち、ベアラサービスおよびテレサービス

要求条件、着信選択情報および、もしあれば発信ユーザ識別子）を提供する。ユーザＡが端末との整

合性がないＣＣＢＳ要求についての情報を提供されるかどうかは端末インプリメントの問題である。

3.3  例外手順

3.3.1  サービスの活性／非活性／登録

3.3.1.1  サービスの活性

  ユーザがＣＣＢＳサービスに加入契約していない場合、ＣＣＢＳサービスの活性化は拒否される。

  整合性確認が実行され着信先Ｂでどの整合端末も見つからない場合、ＣＣＢＳサービスの活性化は拒否

される。

  網がユーザＡのＣＣＢＳサービス活性化の要求を受理できない場合、網は以下の理由の１つをユーザＡ

に通知する。
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　 (1)   短期拒否：網は一時的にユーザＡのＣＣＢＳサービスの活性化要求を受理できない。しばらく後

では、同じ着信先Ｂに対するＣＣＢＳサービスの活性化は成功することもある。この理由としては、

以下の例があげれる。

        - ユーザＡのＣＣＢＳ要求が制限に達している場合。または、

        - 着信先Ｂに対してキューに接続されたＣＣＢＳ要求が既に最大数である場合。または、

        - 一時的にＣＣＢＳサービスの活性化を妨げる付加サービスとの相互作用がある場合。または、

        - 着信先Ｂで整合端末が見つからない場合。

  注）「ユーザが決定したユーザビジー」のケースに、網は着信先Ｂが空きになることを監視しない場合

がある。この場合、ユーザＡが着信先Ｂに対してＣＣＢＳサービスを要求すると、網は「短期拒

否」理由をユーザＡに通知する。

   (2)   長期拒否：網はユーザＡのＣＣＢＳサービスの活性化要求を受理できなくて、しばらく後で同じ

着信先Ｂに対するＣＣＢＳサービスを活性化しようとしても拒否される。長期拒否の例としては、

着信先Ｂの網がＣＣＢＳサービスを提供していない場合である。

  ＣＣＢＳ要求を受信した時に着信先Ｂが空きである場合には、ＣＣＢＳ要求は受理される。この場合、

3.2.1.1 に記述されている通常手順が適用される。

3.3.1.2  サービスの非活性

  以下の場合、ＣＣＢＳ要求は網で自動的に非活性化され、ユーザＡにはその旨が通知される。

   (1)   ＣＣＢＳサービス継続タイマが満了した場合。または、

   (2)   ＣＣＢＳ再呼出しタイマ満了前にユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを受理しなかった場合。または、

   (3)   着信先Ｂが既に受信しているＣＣＢＳ要求と競合するサービスを起動し、その結果非活性化が必

要となった場合。

  ユーザが当該ＣＣＢＳ要求に関連したＣＣＢＳ再呼出しを受けている場合、そのユーザは当該ＣＣＢＳ

要求の非活性化についての情報のみ通知される。

3.3.1.3  サービスの登録

  適用されない。

3.3.2  削　除

  適用されない。

3.3.3  シーケンスの起動と動作

3.3.3.1  着信先Ｂ側における例外事象

  着信先Ｂ側では、以下の事象が起こり得る。

   (a) 　着信先Ｂのアイドルガードタイマ満了時、着信先Ｂでのリソースまたは整合端末を利用できない

        アイドルガードタイマ満了時に着信先Ｂでどのアクセスリソースも利用できない場合、着信先Ｂ

のＣＣＢＳキューの処理は終了する。網は着信先Ｂが空きになるのを監視し、3.2.3 の手順を適用

する。

        アイドルガードタイマ満了時に整合性確認が実行され着信先Ｂでどの整合端末も空きでない場合、

着信先ＢのＣＣＢＳキュー内にある次のＣＣＢＳ要求が選択され処理される。

   (b) 　ＣＣＢＳ呼受信時に着信先Ｂがビジー

        網がＣＣＢＳ呼を生起しようとした時に着信先Ｂが再びビジーである場合には、サービス提供者
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オプションとして次のいづれかを選択できる。

      - 当該ＣＣＢＳ要求は非活性化される。ユーザＡがＣＣＢＳサービスを再び活性化する場合、この

活性化は新たなＣＣＢＳ要求とみなし、着信先Ｂのキューの最後に追加する。

      - 最初のＣＣＢＳ要求はキューの最初の位置に保持し、ＣＣＢＳサービス継続タイマは再開させな

い。ユーザＡがＣＣＢＳサービスを再び活性化しようとした場合、この要求は 3.3.3.2 (c)で記述

されている通りに取り扱われる。

        注）最初のＣＣＢＳ要求を保持しない網との相互接続を提供することは、最初のＣＣＢＳ要求を

保持するオプションを提供する網の責任である。

3.3.3.2  ユーザＡ側における例外事象

  ユーザＡ側では、以下の事象が起こり得る。

   (a)   ＣＣＢＳ再呼出しを拒否または受理しない

        ユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを拒否するか、またはＣＣＢＳ再呼出しタイマが満了した場合には、

ＣＣＢＳ要求は非活性化される。

   (b)   ユーザＡがビジーまたはＣＣＢＳビジー

        再呼出し時にユーザＡがビジーまたはＣＣＢＳビジーである場合には、ユーザＡが空きかつＣＣ

ＢＳビジーでない状態になるまでＣＣＢＳ要求は中断される。網はその旨をユーザＡに通知する。

この通知に対するユーザＡの応答は不要である。

        ユーザＡが空きになりかつＣＣＢＳビジーでない状態となった結果、ＣＣＢＳ要求が中断解除に

なった時、ベアラサービスおよび／またはテレサービスではユーザＡが空きとみなされ、これに関

連するユーザＡのＣＣＢＳ要求は中断を解除され、3.2.3 の手順が適用される。

  　　注）ユーザＡが「ユーザが決定したユーザビジー」であることの確定機能、または「ユーザが決定

したユーザビジー」でなくなるまでユーザＡを監視する機能のどちらも網によっては提供しな

い場合がある。そのような網では、どのＣＣＢＳ再呼出しも呼出し中でなく、かつユーザＡが

「網が決定したユーザビジー」でない場合、ユーザＡを再呼出しする。

   (c)   ユーザＡがＣＣＢＳサービスを再活性

        ユーザＡが着信先ＢへのＣＣＢＳ再呼出しを待たずに、同じ（ビジーの）着信先Ｂへ発呼し再び

ＣＣＢＳサービスを要求した場合、網オプションとして以下のうちいづれか１つを実行する。

     (1)   網は既に同一のＣＣＢＳ要求が存在するかを確認する。

        - 同一のＣＣＢＳ要求が存在する場合、新たな要求を廃棄し最初の要求は保持される。着信先Ｂ

へのＣＣＢＳ要求が既に登録されているため新たな要求は受理されなかったことをユーザＡに

通知する。

        - 同一のＣＣＢＳ要求が存在しない場合、網はこの要求を新たなＣＣＢＳ要求として取り扱う。

２つのＣＣＢＳ要求が同一であることを確定するために、網は基本呼情報、すなわちベアラサ

ービスおよびテレサービス要求条件、着信選択情報および（もしあれば）発信ユーザ識別子の

みを比較する。

     (2)   網は既に同一のＣＣＢＳ要求が存在するかを確認せずにこの新たなＣＣＢＳ要求に対して

3.2.1.1 の手順を適用する。

   (d)   ユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを受理時にユーザＡでどのリソースも利用できない

        ユーザＡがＣＣＢＳ再呼出しを受理したが、ユーザＡのアクセスでＣＣＢＳ呼に対して利用でき

るリソースが足りない場合、その旨をユーザＡに通知する。ユーザＡが再び空きになるまでＣＣＢ

Ｓ要求は中断される。
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3.3.3.3  網輻輳

  ＣＣＢＳ呼が網輻輳に遭遇した場合、基本呼手順に従ってその旨をユーザＡに通知する。さらに、ＣＣ

ＢＳ要求を非活性化し、その旨をユーザＡに通知する。

3.3.4  照　会

  ユーザＡが一般照会を要求した時にＣＣＢＳ要求がない場合、その旨をユーザＡに明白に通知する。

3.4  代替手順

3.4.1  サービスの活性／非活性／登録

  規定されない。

3.4.2  シーケンスの起動と動作

  規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　ユーザＡと他網に属する着信先Ｂとの間では、関連する全ての網がＣＣＢＳサービスを提供している場

合にのみＣＣＢＳサービスが正常に動作可能である。

5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　着信先Ｂが機能的にはＣＣＢＳサービスを提供する非ＩＳＤＮに属する場合、ＣＣＢＳサービスは提供

されることがある。

注）通常の着信呼とＣＣＢＳ呼の識別が不可能な網ではＣＣＢＳ呼は疎通されないこともある。

　ある網から空塞状態を確定できない他網へ呼を接続する場合、ＣＣＢＳ要求は受理されずＣＣＢＳサー

ビスは活性化されない。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ＣＣＢＳサービスは公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮ間インタフェースでの輻輳のケースには適用されない。

従って、ＣＣＢＳサービスはこの状況では活性化されない。

　ＣＣＢＳサービスが公衆ＩＳＤＮおよび私設ＩＳＤＮに属するユーザに関連する場合、これらの網は同

一基準で相互接続する必要がある。この相互接続においては、ある網から他網に属するユーザを直接監視

できないことを前提に考える必要がある。

　私設ＩＳＤＮがＣＣＢＳサービスを提供する場合、私設ＩＳＤＮに属する着信先Ｂにサービス提供する

ため、この情報は公衆ＩＳＤＮで登録される。

　公衆ＩＳＤＮでＣＣＢＳサービスの活性化を要求するためには、通常通りの加入契約が必要である。

注）加入契約オプションである「再呼出しモード」は公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮ間のインタフェースに

は適用されない。

注）私設ＩＳＤＮでは、ＣＣＢＳ呼に通話パスの予約が使用されることがある。
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６．他の付加サービスとの相互作用

　以下で特に断りのない限り、最初の呼に対して要求された他の付加サービスはＣＣＢＳ呼にも関連して

いるものとする。

6.1　課金情報通知

　課金情報は最初の呼とＣＣＢＳ呼の両方に提供される。

6.1.1　呼設定時の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.1.2　通信中の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.1.3　呼終了時の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.2　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注１）ＣＣＢＳ再呼出し表示を受信時、Ｂチャネルが利用できるとものとして、ユーザＡは保留サービス

を起動することがある。これによりＣＣＢＳ呼の確立のためのインタフェースリソースが利用可能

となることがある。

注２）ユーザＡがビジーまたはＣＣＢＳビジー時に着信先Ｂがビジーでないことを通知された場合、保留

サービスを起動してもＣＣＢＳ呼の確立につながらない。

6.3　コールトランスファ

6.3.1　イクスプリシット・コールトランスファ

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.3.2　ノーマル・コールトランスファ

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.4　コールウェイティング

注）コールウェイティングを活性化している場合、着信先Ｂはビジーと見なされない。コールウェイティ

ング表示が着信先Ｂへ提供できない場合、ユーザＡはビジー表示を受信し着信先ＢへのＣＣＢＳサー

ビスを起動できる。

　コールウェイティングが活性化されておらず、かつ着信先Ｂが空きの場合、着信先ＢのＣＣＢＳキュー

内のＣＣＢＳ要求のみが処理される。

　ＣＣＢＳ呼が着信先Ｂに着信し着信先Ｂが「網が決定したユーザビジー」でない場合、ＣＣＢＳ呼はコ

ールウェイティングによって通知される。

6.5　閉域接続

　最初の呼の閉域接続（ＣＵＧ）情報は、網によって登録されＣＣＢＳ呼に含められる。
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注）ＣＵＧ情報は端末整合性の確認に含まれていない。端末が内部的なＣＵＧチェックを行い、かつ着信

呼をユーザに通知するか否かを決定するために呼上で提供されたＣＵＧ情報を使用する場合、そうし

た端末ではＣＵＧ情報がないために端末整合性の確認に対して明確に反応する。しかし、内部的なＣ

ＵＧチェックのためにＣＵＧ情報を使用する場合には、そうした端末ではＣＣＢＳ呼の着信をユーザ

に通知しないことがある。

6.6　再呼出し

6.6.1　無応答時再呼出し

　ユーザは「ユーザＡ」と「着信先Ｂ」に同時になり得る。すなわち、そのユーザはＣＣＢＳまたは無応

答時再呼出し（ＣＣＮＲ）サービスを活性化してＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ要求を保有すると同時に他のユ

ーザからのＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求の着信先にもなり得る。

　あるユーザがＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ再呼出しを受信しそのユーザに対する着信先ＢのＣＣＮＲまたは

ＣＣＢＳキューが処理中である場合には、そのＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ再呼出しは着信先ＢのＣＣＮＲま

たはＣＣＢＳキューの処理よりも優先する。このユーザで活性化されたＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ要求の処

理はこのユーザの他のユーザで活性化されたＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求の処理よりも優先する。

　その結果として一方のユーザのＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ要求が処理された場合、そのユーザには 3. に

示されたＣＣＢＳまたはＣＣＮＲ再呼出しの提供、またはその旨の通知が行われる。サービス対象ユーザ

の着信先Ｂのアイドルガードタイマが起動中であれば解除される。

　ＣＣＢＳ要求はＣＣＮＲ要求よりも前に処理される。

  ユーザＡがＣＣＮＲ再呼出し中にＣＣＢＳ再呼出しを着信した場合、これはユーザＡがＣＣＢＳビジー

の場合と同様に扱われる（3.2.3 および 3.3.3.2 (b) を参照）。

6.6.2  話中時再呼出し

　ユーザは「ユーザＡ」と「着信先Ｂ」に同時になり得る。すなわち、そのユーザはＣＣＢＳサービスを

活性化しＣＣＢＳ要求を保有すると同時に他のユーザからのＣＣＢＳ要求の着信先にもなり得る。

　あるユーザがＣＣＢＳ再呼出し呼を受信しそのユーザに対する着信先ＢのＣＣＢＳキューが処理中であ

る場合には、そのＣＣＢＳ再呼出しは着信先ＢのＣＣＢＳキューの処理よりも優先する。すなわち、この

ユーザで活性化されたＣＣＢＳ要求の処理はこのユーザの他のユーザで活性化されたＣＣＢＳ要求の処理

よりも優先する。

　その結果として一方のユーザのＣＣＢＳ要求が処理された場合、そのユーザには 3. に示されたＣＣＢ

Ｓ再呼出しの提供、またはその旨の通知が行われる。サービス対象ユーザの着信先Ｂのアイドルガードタ

イマが起動中であれば解除される。

6.7　会　議

6.7.1　会議通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注１）会議主導者があるユーザへの呼を確立しようとしそのユーザがビジーであるとの表示を受信した場

合、会議主導者はＣＣＢＳサービスに加入していれば、会議主導者はそのユーザへのＣＣＢＳを起

動可能である。会議主導者がＣＣＢＳ再呼出しを受信時に、Ｂチャネルが利用可能とすると会議主

導者は会議を保留しＣＣＢＳを完了する。また通信中のユーザ数が会議参加者の最大許容人数を越

えない限り当該呼を会議に追加することが可能である。

注２）会議主導者が会議通話の活性化時、そのユーザ回線にＣＣＢＳを適用することができる。ビジーが

確定の場合には、その会議通話は二者通話と同様に見える。
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6.7.3　ミート・ミー（未標準）

　ミート・ミー会議通話中への呼にＣＣＢＳサービスを活性化しようとしても拒否される。

6.7.3　プリセット（未標準）

　ビジーの会議参加者への呼に会議主導者がＣＣＢＳサービスを活性化しようとしても拒否される。

6.7.4　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.8　着信転送

　ＣＣＢＳ再呼出しは転送されない。ＣＣＢＳ再呼出しはユーザＡの最初の位置でユーザＡに提供される。

6.8.1　呼毎着信転送

　 (a) 　発信ユーザ（ユーザＡ）

        ユーザＡが着信先Ｂに呼設定し、その呼が呼毎着信転送によりユーザＣに転送されかつユーザＣ

がビジーの場合、ユーザＡのＣＣＢＳサービスの活性化要求は着信先Ｂに適用される。

　 (b)   着信ユーザ（着信先Ｂ）

　　    ＣＣＢＳサービスで生起された呼（ＣＣＢＳ呼）において、着信先Ｂが呼毎着信転送の起動要求

を行う場合、次の動作となる。

　      - 呼出し前に呼毎着信転送を行った場合、着信先ＢからのＣＣＢＳ呼の転送要求は拒否される。

　      - 呼出し後に呼毎着信転送を行った場合、着信先ＢからのＣＣＢＳ呼の転送要求は受理される。

そのＣＣＢＳ呼は通常呼と同様に転送される。

　    その該当するＣＣＢＳ要求は非活性化される。

6.8.2　ビジー時着信転送

　このケースでは、ユーザＡがユーザＢに呼設定し、ユーザＢがビジーでかつユーザＣへのビジー時着信

転送を活性化するかまたは活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

　 (a)   ユーザＡがユーザＢへのＣＣＢＳサービスを要求する以前にユーザＢがビジー時着信転送サービ

スを活性化した場合：

　　    ユーザＢがビジー時着信転送サービスを活性化済みで、ユーザＢがビジーでかつ転送先ユーザＣ

もビジーの場合、ユーザＡのＣＣＢＳサービスの活性化要求は最初の着信ユーザＢに適用される。

   (b)   ユーザＡがユーザＢへのＣＣＢＳサービスを活性化した後にユーザＢがビジー時着信転送を活性

化する場合：

　　    ユーザＡがユーザＢへのＣＣＢＳサービスを活性化した後にユーザＢがビジー時着信転送を活性

化する場合、ＣＣＢＳ呼は最初の着信ユーザＢに適用されたままである。

   (c)   ビジー時着信転送サービスを活性化した後にＣＣＢＳ呼が着信した場合：

　　    ユーザＢがビジー時着信転送を活性化済みで、ユーザＢがビジーでかつＣＣＢＳ呼が着信した場

合、網オプションに従ってそのＣＣＢＳ呼は次の様に扱われる。

        - ユーザＢをビジーと見なし、ＣＣＢＳサービス手順が適用される。または、

　  　  -通常呼と同様にＣＣＢＳ呼はユーザＣへ転送される。

6.8.3　無応答時着信転送

　このケースでは、ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定し、ユ－ザＢがユ－ザＣへの無応答時着信転送サービス
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を活性化するかまたは活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＢＳサービスを要求する以前にユ－ザＢが無応答時着信転送サービ

スを活性化した場合：

　      ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定しその呼がユ－ザＣへ無応答時着信転送され、その時にユーザＣが

ビジーでかつその呼がユ－ザＢで保持されていない場合には、ユ－ザＡのＣＣＢＳサービスに対す

るどの要求も拒否される。ユーザＡはその要求が「短期拒否」の理由で拒否されたことを通知され

る。

      注）ユ－ザＢで呼が保持される場合、ＣＣＢＳサービスは適用されない。

   (b)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＢＳサービスを活性化した後にユ－ザＢが無応答時着信転送サービ

スを活性化する場合：

　      ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＢＳサービスを活性化した後にユ－ザＢが無応答時着信転送サービ

を活性化する場合、ＣＣＢＳ呼はユ－ザＢに提供される。ユ－ザＢへの無応答タイマが満了した後、

ＣＣＢＳ呼は通常呼と同様にユーザＣへ転送される。

6.8.4　無条件着信転送

　このケースでは、ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定し、ユ－ザＢがユ－ザＣへの無条件着信転送サービスを

活性化するかまたは活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＢＳサービスを要求する以前にユ－ザＢが無条件着信転送サービス

を活性化した場合：

　      ユ－ザＢへの呼が無条件着信転送サービスによってユ－ザＣへ転送されユ－ザＣがビジーの場合、

ユ－ザＡのＣＣＢＳサービスの活性化要求は拒否される。ユ－ザＡはそのＣＣＢＳ要求が「短期拒

否」の理由で拒否されたことを通知される。

   (b)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＢＳサービスを活性化した後にユ－ザＢが無条件着信転送サービス

を活性化する場合：

    　  ユ－ザＡがＣＣＢＳサービスを活性化した後にユ－ザＢが無条件着信転送サービスを活性化する

場合、ＣＣＢＳサービス継続タイマ満了まで全てのキューに接続されたＣＣＢＳ要求はユ－ザＢの

ＣＣＢＳ要求キュー内に留まる。ＣＣＢＳサービス継続タイマの満了前にユ－ザＢが無条件着信転

送サービスを非活性化して次に空きになる場合、そのＣＣＢＳ要求は再び処理される。

　      ユ－ザＢのアイドルガードタイマが満了しＣＣＢＳ呼が着呼する間に、ユ－ザＢが無条件着信転

送を活性化する場合、ＣＣＢＳ呼は通常呼と同様にユ－ザＣへ転送される。

6.8.5　選択着信転送（未標準）

　ビジーで選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択条件に合致する場合、6.8.2 で示され

た相互作用を適用する。

　無応答で選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択条件に合致する場合、6.8.3 で示され

た相互作用を適用する。

　無条件で選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択状態と合致する場合、6.8.4 で示され

た相互作用を適用する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。
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6.10　通信中ベアラ切替え

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.11　ＩＳＤＮフリーフォン（未標準）

　フリーフォン番号への呼において、ＣＣＢＳサービスの要求は拒否される。

　フリーフォン呼はＣＣＢＳ要求よりも優先する。

6.12　代　表

　代表グループに対してはＣＣＢＳサービスを活性化することができない。

注）代表グループの個別番号に対してはＣＣＢＳサービスを活性化できる。

6.13　悪意呼通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.14　優先割り込み

　呼の優先レベルは他の呼情報と共に保持される。網はユ－ザが同じ優先レベルでコネクションを確立す

ることを援助する。

　優先割り込みの呼に対するＣＣＢＳ要求はキューに接続され、呼の優先レベルに対して与えられる優先

権ではなくファーストイン・ファーストアウトで処理される。

　着信先Ｂが既存の呼を終了し新たな呼を設定する場合、網は新たな呼とＣＣＢＳ呼の優先権を比較する。

新たな呼の優先権が低い場合、ＣＣＢＳ再呼び出しはユ－ザＡへ提供される。ユ－ザＡがＣＣＢＳ再呼び

出しを受理する場合、新たな呼は割り込まれてＣＣＢＳ呼が接続される。これはアイドルガードタイマの

満了前の発信呼にも該当する。ＣＣＢＳ再呼出しには着信先Ｂが優先の低い呼を有したビジーである表示

を含んでいる。

6.15　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）着信先ＢのＣＣＢＳキュー内のエントリ制限は複数加入者番号ごとに適用する。エントリは全アクセ

スに対して受信した順序で処理される。サービス提供者はそのアクセスに対する合同の着信先ＢのＣ

ＣＢＳキューにおける最大エントリ数を制限することがある。

6.16　名前通知

6.16.1　発信者名通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＢＳ再呼び出しを受理する場合、その結果生じるＣＣＢＳ呼は通常の呼と同様に処理

され、着信先Ｂは発信者名通知を受信することができる。

6.16.2　発信者名通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＢＳ再呼び出しを受理し発信者名通知制限を所有している場合には、その結果生じる

ＣＣＢＳ呼は通常呼と同様に処理され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者名通知を通知されない。
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6.17　番号通知

6.17.1　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＢＳ再呼び出し呼を受理する場合、その結果生じるＣＣＢＳ呼は通常の呼と同様に処

理され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者番号通知を受信することができる。

6.17.2　発信者番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＢＳ再呼び出し呼を受理し発信者名通知制限制限を有する場合には、その結果生じる

ＣＣＢＳ呼は通常の呼と同様に処理され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者番号を通知されない。

6.17.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.4　接続先番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.18　発信規制

　サービス対象ユ－ザがＣＣＢＳサービスを活性化した後に発信規制サービスが活性化される場合、ＣＣ

ＢＳ呼はサービス対象ユ－ザのアクセス番号またはＩＳＤＮ番号で活性化される規制プログラムおよびＣ

ＣＢＳ呼に関連した基本サービスに従って規制される。

　ＣＣＢＳ呼が規制される場合、該当するＣＣＢＳ要求は非活性化される。

6.19　着信課金

　呼設定時に発信ユ－ザによって要求される着信課金：

　    着信課金が呼設定時に要求された後にＣＣＢＳが要求される場合、着信課金の要求は登録され自動

的にＣＣＢＳ呼に含まれる。

  着信課金のその他全ケース：

　    どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.20　サブアドレス

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）最初の呼要求で提供されたユ－ザＡのサブアドレス（もしあれば）はユ－ザＡへの通知時または再呼

び出し時に含まれる。

6.21　私設番号計画サポート

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.22　端末移動

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）端末が切断されたケースでは、ＣＣＢＳ再呼び出しタイマの満了時にＣＣＢＳ再呼び出しは受理され

なかったものとして扱われる。
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6.23　ユーザ・ユーザ情報転送

　最初の呼でユ－ザＡが提供するユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスに関連するいかなる情報も網では記憶

しない。

　ＣＣＢＳ再呼出しを受理時に、必要に応じて、ユ－ザＡはユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスの活性化を

要求し、ユ－ザ・ユ－ザ情報を提供することができる。ＣＣＢＳ呼がユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスに

関連する情報を含んでいる場合、これはユーザ・ユーザ情報転送サービスの通常動作として処理される。

７．動的記述

  本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕～図７－５／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕に示す。
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　　　　　　　　　　図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕サービスの活性

 　　　　　　　　　　　　　　（ITU-T I.253.3）
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　　　　　　　　　　図７－２／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕サービスの活性とシーケンスの起動

　　　　　　　　　　　　　　 （ITU-T I.253.3）
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　　　　　　　　　　図７－３／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕ＣＣＢＳ再呼出しの提供

　　　　　　　　　　　　　　 （ITU-T I.253.3）
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　　　　　　　　　　図７－４／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕ユーザＢ再ビジー

　　　　　　　　　　　　　　 （ITU-T I.253.3）
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　　　　　　　　　　図７－５／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕整合性チェックマクロ

　　　　　　　　　　　　　　 （ITU-T I.253.3）
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅲ〕）

　　［Ａ］

　access アクセス

　　［Ｂ］

　busy indication ビジー表示

  busy / free status 空塞状態

  　　［Ｃ］

  calling user identity 発信ユーザ識別子

  compatibility check 整合性確認

  compatible terminal 整合端末

    ［Ｄ］

  destination 着信先

    ［Ｅ］

  entry エントリ

    ［Ｆ］

  first in first out ファーストインファーストアウト（ＦＩＦＯ）

    ［Ｉ］

  idle guard timer アイドルガードタイマ

    ［Ｌ］

  long  term denial 長期拒否

　　［Ｒ］

  recall 再呼出し

  recall timer 再呼び出しタイマ

  CCBS call ＣＣＢＳ呼

  retention timer 保持タイマ

    ［Ｓ］

  service duration timer サービス継続タイマ

  short term denial 短期拒否
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〔Ⅳ〕　無応答時再呼出し

１．定　義

  無応答時再呼出し（ＣＣＮＲ）は、着信先Ｂが呼に応答しない（無応答の）場合、発信ユーザＡの要求

により着信先Ｂが通信を終了し空きになった時に発信ユーザＡへ通知し、指定された着信先Ｂを網にて再

呼出しするサービスである。

２．解　説

2.1  概　要

  ＣＣＮＲサービスは基本アクセスまたは一次群アクセスを経由して網に接続されているユーザに適用さ

れる。

  着信先ＢがユーザＡからの呼に応答しない（無応答の）場合、ユーザＡは着信先Ｂに対してＣＣＮＲを

要求することができる。

  ユーザＡがＣＣＮＲサービスを要求すると、網は着信先Ｂが通信を終了して空きになるのを監視する。

  着信先Ｂが通信を終了して空きになった時に、そのリソースが発信呼にて再利用されることを許容する

ために網では（着信先Ｂのアイドルガードタイマで定義された）短い時間、待ち合わせる。この時間内に

着信先Ｂでそのリソースが再利用されなかった場合、網はユーザＡを自動的に再呼出しする。

  ユーザＡがＣＣＮＲ再呼出しを受理すると、網は着信先ＢへＣＣＮＲ呼を自動的に生起する。

2.2  特殊用語

  ユーザＡ：発呼ユーザであり、ＣＣＮＲサービスが提供されるユーザ。

  着信先Ｂ：最初の呼設定のアドレスに設定されたエンティティ。

  ＣＣＮＲ要求：ＣＣＮＲサービスの活性化要求。ＣＣＮＲサービスの完了条件が整うまでキュー内に保

持される。

  ＣＣＮＲ再呼出し：網が着信先ＢへＣＣＮＲ呼を設定準備ができ、網がユーザＡからこの表示の応答待

ちであることをユーザＡに通知するユーザ・網表示。

  ＣＣＮＲ呼：ユーザＡのＣＣＮＲ再呼出し受理によりユーザＡから着信先Ｂへ網にて設定する呼。

  ビジー：ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２２１ 3. を参照。

  空き：着信先Ｂがビジーでない時に空きとみなされる。

  ＣＣＮＲビジー：次の何れか１つの条件でユーザＡをＣＣＮＲビジーとみなす。

    - ユーザＡに最大数の呼が着信

    - ユーザＡで使用可能なＢチャネルなし

    - ユーザＡでＣＣＮＲ再呼出し中

  保持タイマ：このタイマは着信先Ｂが呼を通知されている間に呼が終了される場合、発信ユーザによっ

て提供された全ての情報を網が保持する時間を指定する。このタイマは基本呼手順の一部である。このタ

イマは基本呼手順としてはオプションであるが、ＣＣＮＲサービスの動作には必要である。このタイマの

最小値は 15 秒である。

  ＣＣＮＲサービス継続タイマ：このタイマは網内でユーザＡに対してＣＣＮＲサービスを活性化させて

おく最大時間を指定する。このタイマ値は網オプションで代表的には 60～180 分である。

  ＣＣＮＲ再呼出しタイマ：このタイマは網がＣＣＮＲ再呼出しに対するユーザＡの応答を待つ最大時間

を指定する。このタイマ値は 10～20 秒である。

  着信先Ｂのアイドルガードタイマ：このタイマは着信先Ｂが通信を終了して空きになった後、網がユー

ザＡへの通知を見合わせる時間を指定する。このタイマ値は 0～15 秒である。
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  整合端末：着信先Ｂへの最初の呼で要求されたベアラサービスまたはテレサービスを提供でき、かつ着

信先Ｂへの最初の呼に設定の着信ユーザを識別するＩＳＤＮ番号とサブアドレスで呼を受理できる端末。

  通信（アクティビティ）：着信呼に応答、または呼を発信すること。

2.3  テレコミュニケーションサービスに適用する場合の条件

  ＣＣＮＲサービスはＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２３０で定義された全ての回線モードベアラサービスと次の例

外を除いたＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２４０で定義された全てのテレサービスに適用される。

   (a)   テレビ電話テレサービスの２呼（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ７２１を参照）

   (b)   ２つ以上のＢチャネル使用を要求する全ての他の回線交換テレコミュニケーションサービス

３．手　順

3.1  サービス提供／取消

  ＣＣＮＲサービスはサービス提供者との間で事前に取り決めの後、ユーザＡに提供されるかまたは通常

に利用可能である。

  ＣＣＮＲサービスの取消は加入者の要求またはサービス提供者の理由により行われる。

  サービス提供者オプションとして、ＣＣＮＲサービスではユーザＡの全てのアクセスに適用される加入

契約オプションを提供する。その加入契約オプションは表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕に示す。

表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕

                                      (ITU-T I.253.4)

加入契約オプション 値

再呼出しモード   - アクセス上の全端末に提供されるＣＣＮＲ再呼出し

  - ＣＣＮＲを活性化した端末に提供されるＣＣＮＲ再呼出し

  加入契約オプションが提供されない場合、表３－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕の２つの値の１つをサービ

ス提供者が選択する。網オプションとして、着信先での整合端末の存在を検証する場合がある。

3.2  通常手順

3.2.1  サービスの活性／非活性／登録

3.2.1.1  サービスの活性

  着信先ＢがユーザＡからの呼に応答をしない（無応答の）時に、かつこの着信先Ｂに対してＣＣＮＲサ

ービスを要求できる場合、網はユーザＡの呼情報を保持する。着信ユーザが呼出されてから保持タイマの

満了前にその呼が終了された後に、ユーザＡはＣＣＮＲサービスを活性化できる。

  ＣＣＮＲサービスの活性化に対する要求を受理した場合、網はその呼の着信先Ｂへの呼出しを停止し、

最初の呼要求に含まれる着信先の識別子を登録する。ユーザＡはその活性化が成功したことを通知される。

着信先Ｂに対する複数の要求はキューに接続される。

  ＣＣＮＲサービスの活性化が受理されると、ＣＣＮＲサービス継続タイマが開始される。網は着信先Ｂ

が通信を終了して空きになるのを監視する。

  ユーザＡはある制限された数のＣＣＮＲ要求を行うことができる。この制限は最大値 5 のサービス提供

者オプションである。そのＣＣＮＲ要求は異なる着信先に行うことができ、または異なるサービス要求

（例えば、ベアラサービスとテレサービスの要求）を伴う同じ着信先Ｂに行うことができる。サービス提

供者オプションとして、同じサービス要求を伴う同じ着信先Ｂに行うこともできる。
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着信先Ｂではある制限された数の着信ＣＣＮＲ要求を保有できる。この制限は最大値 5 のサービス提供者

オプションである。

  ＣＣＮＲサービスを活性化しても、ユーザＡは通常と同様に呼を発信し着信することができる。

3.2.1.2  サービスの非活性

  ユーザＡは、次の非活性要求を利用できる。

   (1)   指定のＣＣＮＲ要求を非活性。この要求には最初の活性化に関連づけるために十分な情報を含む。

または、

   (2)   ＣＣＮＲ要求をすべて非活性。

  非活性が成功した場合には、当該ＣＣＮＲ要求は廃棄される。

  ユーザＡは非活性が成功したことを通知される。指定のＣＣＮＲ要求が非活性化される場合、網は指定

のＣＣＮＲ要求の非活性を表示する。

  再呼出しモードが「全端末に提供されるＣＣＮＲ再呼出し」である場合には、ユーザＡの何れかの端末

からユーザに対して登録されたどのＣＣＮＲ要求もユーザＡは非活性化できる。

  再呼出しモードが「ＣＣＮＲサービスを活性化した端末に提供されるＣＣＮＲ再呼出し」である場合に

は、その指定端末からのＣＣＮＲ要求のみをユーザＡは非活性化できる。

3.2.1.3  サービスの登録

  適用されない。

3.2.2  削　除

  適用されない。

3.2.3  シーケンスの起動と動作

  着信先ＢへのＣＣＮＲ要求を受信すると、網は着信先Ｂで次の通信（アクティビティ）を検出するまで

待ち状態となる。

    - 着信先Ｂが通信を終了して空きになった時、または

    - あるＣＣＮＲ要求が中断解除になりかつ着信先Ｂが空きである時、

着信先ＢのＣＣＮＲキュー中のエントリが処理中でなければ、着信先ＢのＣＣＮＲキューは処理される。

同一着信先への複数エントリが同時に並行処理されることはない。

  中断解除かつ通信で使用されていた同じ基本ベアラサービスまたは基本テレサービスを利用する１番目

の要求が選択される。網はＣＣＮＲ呼の完了に必要な着信先Ｂのインタフェースリソース（例えば、Ｂチ

ャネル）を予約する。着信先Ｂは予約されたアクセスリソースあるいは他の空きリソースを発呼するため

に使用できる。ただし、着信呼はこれらの予約されたリソースを使用できない。

  網は着信先Ｂに空きの整合端末があるか確認を行なう。網では全ての端末がその整合性を表示できると

みなす。

注）網によっては整合性確認機能を提供しない場合がある。

  整合性確認を行った結果、全端末が属性不一致である場合、次の中断解除の要求について確認を行う。

その他すべてのケースには、網は着信先Ｂのアイドルガードタイマを開始させる。

  着信先Ｂのアイドルガードタイマが満了時、着信先Ｂでインタフェースリソースが利用可能で、かつ整

合性確認が完了し着信先Ｂで整合端末がまだ空きであれば、ユーザＡは以下のように呼出しされる。

  ユーザＡがビジーでもなくまたＣＣＮＲビジーでもない場合、ＣＣＮＲ再呼出し表示とそのＣＣＮＲ再
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呼出し表示に適用したＣＣＮＲ要求に対応する表示でユーザＡは再呼出しされる。その時にＣＣＮＲ再呼

出しタイマが開始される。

  ＣＣＮＲ再呼出しタイマ満了前にユーザＡが再呼出しを受理した場合、ユーザＡの網は着信先Ｂに対し

てＣＣＮＲ呼を設定する。着信先ＢがＣＣＮＲ呼の呼出しを受けていることを示す表示をユーザＡの網が

受信した時に、当該ＣＣＮＲ要求は完了したとみなされる。

  そのアイドルガードタイマが起動中で、かつ着信先ＢへのＣＣＮＲ呼を着信待ちの間、新たな着信呼が

着信先ＢのＣＣＮＲキューで処理されている（中断解除の）要求と同一の着信先選択情報を有するサービ

ス要求をもつ場合でも、その新たな着信呼は着信先Ｂへ提供されない。

  このような着信呼の場合、着信ユーザはビジーとみなされ、発信ユーザは基本呼手順に従ってその旨を

通知される。

  着信先ＢのＣＣＮＲキュー内のＣＣＮＲ要求はそれらが受信された順に処理される。着信先ＢのＣＣＮ

Ｒキューの処理中の間、中断状態のＣＣＮＲ要求は無視される。

  あるＣＣＮＲ要求の処理でＣＣＮＲ呼が全く生起しない場合には、その理由に関わらず着信先Ｂでアク

セスリソースがまだ利用可能であれば、着信先ＢのＣＣＮＲキュー内にある次要求が選択され処理される。

この手順は着信先ＢのＣＣＮＲキューの処理が完了するまで繰り返される。

  あるＣＣＮＲ要求の処理でＣＣＮＲ呼が全く生起せず、かつアクセスリソースが着信先Ｂで利用できな

い場合には、その理由に関わらずＣＣＮＲサービスに対して予約されたリソースは解放され、網では着信

先Ｂが通信を終了して空きになるのを監視する。

  着信先ＢのＣＣＮＲキューがすべて処理され、ＣＣＮＲ呼が全く生起されない場合、その処理は完了し

ＣＣＮＲサービスに対して予約されたリソースは解放される。

  着信先ＢのＣＣＮＲキュー内に中断解除の要求がある場合には、次を実行する。

    - 着信先Ｂがビジーの場合、網は着信先Ｂが通信を終了して空きになるのを監視する。または、

    - 着信先Ｂが空きの場合には、着信先ＢのＣＣＮＲキューが再び処理される。

3.2.4  照　会

  ユーザＡはＣＣＮＲサービスの状態を要求することができる。その要求に対する応答で、以下の情報が

提供される。

   (1)   一般要求の応答では、ＣＣＮＲ要求に対するアドレスリストがユーザＡに通知される。または、

   (2)   １つの特定アドレスに関する指定要求の応答では、当該アドレスに対するＣＣＮＲ要求があるか

どうかをユーザＡは通知される。

注）いづれの場合も、網はＣＣＮＲ要求に関連する情報を提供する。ユーザＡが端末との整合性がないＣ

ＣＮＲ要求についての情報を提供されるかどうかは端末インプリメントの問題である。

3.3  例外手順

3.3.1  サービスの活性／非活性／登録

3.3.1.1  サービスの活性

  ユーザがＣＣＮＲサービスに加入契約していない場合、ＣＣＮＲサービスの活性化は拒否される。

  ユーザＡがＣＣＮＲサービスの活性化後に呼を切断し、かつ同時に着信先Ｂが応答した場合、そのＣＣ

ＮＲ要求は受理される。

  網がユーザＡのＣＣＮＲサービス活性化要求を受理できない場合、網は以下の理由の１つをユーザＡに

通知する。

   (1)   短期拒否：網は一時的にユーザＡのＣＣＮＲサービスの活性化要求を受理できない。しばらく後

では、同じ着信先Ｂに対するＣＣＮＲサービスの活性化は成功することもある。この理由としては、
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以下の例があげれる。

        - ユーザＡのＣＣＮＲ要求が制限に達している場合。または、

        - 着信先Ｂに対してキューに接続されたＣＣＮＲ要求が既に最大数である場合。または、

        - 一時的にＣＣＮＲサービスの活性化を妨げる付加サービスとの相互作用がある場合。

   (2)   長期拒否：網はユーザＡのＣＣＮＲサービス活性化要求を受理できなくて、しばらく後でも同じ

着信先Ｂに対するＣＣＮＲサービスを活性化しようとしても拒否される。長期拒否の例としては、

着信先Ｂの網がＣＣＮＲサービスを提供していないか、要求された基本ベアラサービスまたは基本

テレサービスに対してＣＣＮＲサービスを提供していない場合である。

  ＣＣＮＲ要求を受信した時に着信先Ｂがビジーである場合には、ＣＣＮＲ要求は受理される。この場合、

3.2.1.1 に記述されている通常手順が適用される。

3.3.1.2  サービスの非活性

  以下の場合、ＣＣＮＲ要求は網で自動的に非活性化され、ユーザＡにはその旨が通知される。

   (1)   ＣＣＮＲサービス継続タイマが満了した場合。または、

   (2)   ＣＣＮＲ再呼出しタイマ満了前にユーザＡがＣＣＮＲ再呼出しを受理しなかった場合。または、

   (3)   着信先Ｂが既に受信しているＣＣＮＲ要求と競合するサービスを起動し、その結果非活性化が必

要となった場合。

  ユーザが当該ＣＣＮＲ要求に関連したＣＣＮＲ再呼出しを受けている場合、そのユーザは当該ＣＣＮＲ

要求の非活性化についての情報のみ通知される。

3.3.1.3  サービスの登録

  適用されない。

3.3.2  削　除

  適用されない。

3.3.3  シーケンスの起動と動作

3.3.3.1  着信先Ｂ側における例外事象

  着信先Ｂ側では、以下の事象が起こり得る。

   (a)   着信先Ｂのアイドルガードタイマ満了時、着信先Ｂでのリソースまたは整合端末を利用できない

        着信先Ｂのアイドルガードタイマ満了時に着信先Ｂでどのアクセスリソースも利用できない場合、

着信先ＢのＣＣＮＲキューの処理は終了する。網は着信先Ｂが空きになるのを監視し、3.2.3 の手

順を適用する。

        着信先Ｂのアイドルガードタイマが満了時、整合性確認が実行され着信先Ｂでどの整合端末も空

きでない場合、着信先ＢのＣＣＮＲキュー内にある次のＣＣＮＲ要求が選択され処理される。

   (b)   ＣＣＮＲ呼受信時に着信先Ｂがビジー、または着信先ＢがＣＣＮＲ呼に応答しない

        網がＣＣＮＲ呼を生起しようとした時に着信先Ｂがビジーである場合、または着信先ＢがＣＣＮ

Ｒ呼に応答しない場合には、サービス提供者オプションとして次のいづれかを選択できる。

      - 当該ＣＣＮＲ要求は非活性化される。ユーザＡがＣＣＮＲサービスを再び活性化する場合、この

活性化は新たなＣＣＮＲ要求とみなし、着信先Ｂのキューの最後に追加する。

      - 最初のＣＣＮＲ要求はキューの最初の位置に保持し、ＣＣＮＲサービス継続タイマは再開させな

い。そのキューの処理は着信先Ｂの次の通信を検出するまで中断される。ユーザＡがＣＣＮＲサービスを

再び活性化しようとした場合、この要求は 3.3.3.2 (c) で記述されている通りに取り扱われる。
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        注）最初のＣＣＮＲ要求を保持しない網との相互接続を提供することは、最初のＣＣＮＲ要求を

保持するオプションを提供する網の責任である。

   (c)   着信先ＢがＣＣＮＲ呼を拒否

        着信先ＢがＣＣＮＲ呼を拒否する場合には、ＣＣＮＲ要求は非活性化され、そのキューの処理は

継続される。ユーザＡは基本呼手順に従ってその旨を通知される。

3.3.3.2  ユーザＡ側における例外事象

  ユーザＡ側では、以下の事象が起こり得る。

   (a)   ＣＣＮＲ再呼出しを拒否または受理しない

        ユーザＡがＣＣＮＲ再呼出しを拒否するか、またはＣＣＮＲ再呼出しタイマが満了した場合には、

ＣＣＮＲ要求は非活性化される。

   (b)   ユーザＡがビジーまたはＣＣＮＲビジー

        再呼出し時にユーザＡがビジーまたはＣＣＮＲビジーである場合には、ユーザＡが空きかつＣＣ

ＮＲビジーでない状態になるまでＣＣＮＲ要求は中断される。網はその旨をユーザＡに通知する。

この通知に対するユーザＡの応答は不要である。

        ユーザＡが空きになりかつＣＣＮＲビジーでない状態となった結果、ＣＣＮＲ要求が中断解除に

なった時、ベアラサービスおよび／またはテレサービスではユーザＡが空きとみなされ、これに関

連するユーザＡのＣＣＮＲ要求は中断を解除され、3.2.3 の手順が適用される。

   (c)   ユーザＡがＣＣＮＲサービスを再活性

        ユーザＡが特定の着信先ＢへのＣＣＮＲ再呼出しを待たずに、応答しない（無応答の）同じ着信

先Ｂへ発呼し再びＣＣＮＲサービスを要求した場合、網オプションとして以下のうちいづれか１つ

を実行する。

     (1)   網は既に同一のＣＣＮＲ要求が存在するかを確認する。

        - 同一のＣＣＮＲ要求が存在する場合、新たな要求を廃棄し最初の要求は保持される。着信先Ｂ

へのＣＣＮＲ要求が既に登録されているため新たな要求は受理されなかったことをユーザＡに

通知する。

        - 同一のＣＣＮＲ要求が存在しない場合、網はこの要求を新たなＣＣＮＲ要求として取り扱う。

２つのＣＣＮＲ要求が同一であることを確定するために、網は基本呼情報、すなわちベアラサ

ービスおよびテレサービス要求条件、着信選択情報および（もしあれば）発信ユーザ識別子の

みを比較する。

     (2)   網は既に同一のＣＣＮＲ要求が存在するかを確認せずにこの新たなＣＣＮＲ要求に対して

3.2.1.1 の手順を適用する。

   (d)   ユーザＡがＣＣＮＲ再呼出しを受理時にユーザＡでどのリソースも利用できない

        ユーザＡがＣＣＮＲ再呼出しを受理したが、ユーザＡのアクセスでＣＣＮＲ呼に対して利用でき

るリソースが足りない場合、その旨をユーザＡに通知する。ユーザＡが再び空きになるまでＣＣＮ

Ｒ要求は中断される。

3.3.3.3  網輻輳

  ＣＣＮＲ呼が網輻輳に遭遇した場合、基本呼手順に従ってその旨をユーザＡに通知する。さらに、ＣＣ

ＮＲ要求を非活性化し、その旨をユーザＡに通知する。
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3.3.4  照　会

  ユーザＡが一般照会を要求した時にＣＣＮＲ要求がない場合、その旨をユーザＡに明白に通知する。

3.4  代替手順

3.4.1  サービスの活性／非活性／登録

  規定されない。

3.4.2  シーケンスの起動と動作

  規定されない。

４．課金のための網機能

　課金原則は、この標準の範囲外である。

５．相互接続での要求条件

　ユーザＡと他網に属する着信先Ｂとの間では、関連する全ての網がＣＣＮＲサービスを提供している場

合にのみＣＣＮＲサービスが正常に動作可能である。

5.1　非ＩＳＤＮとの相互接続

　着信先Ｂが機能的にはＣＣＮＲサービスを提供する非ＩＳＤＮに属する場合、ＣＣＮＲサービスは提供

されることがある。

　ある網から通信の終了を確定できない他網へ呼を接続する場合、ＣＣＮＲ要求は受理されずＣＣＮＲサ

ービスは活性化されない。

5.2　私設ＩＳＤＮとの相互接続

　ＣＣＮＲサービスが公衆ＩＳＤＮおよび私設ＩＳＤＮに属するユーザに関連する場合、これらの網は同

一基準で相互接続する必要がある。この相互接続においては、ある網から他網に属するユーザを直接監視

できないことを前提に考える必要がある。

　私設ＩＳＤＮがＣＣＮＲサービスを提供する場合、私設ＩＳＤＮに属する着信先Ｂにサービス提供する

ため、この情報は公衆ＩＳＤＮに登録される。

　公衆ＩＳＤＮでＣＣＮＲサービスの活性化を要求するためには、通常通りの加入契約が必要である。

注）加入契約オプションである「再呼出しモード」は公衆ＩＳＤＮと私設ＩＳＤＮ間のインタフェースに

は適用されない。

６．他の付加サービスとの相互作用

　以下で特に断りのない限り、最初の呼に対して要求された他の付加サービスはＣＣＮＲ呼にも関連して

いるものとする。

6.1　課金情報通知

　課金情報は最初の呼とＣＣＮＲ再呼出しの呼の両方に提供される。

6.1.1　呼設定時の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。
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6.1.2　通信中の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.1.3　呼終了時の課金情報通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.2　保　留

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注１）ＣＣＮＲ再呼出し表示を受信時、Ｂチャネルが利用できるとものとして、ユーザＡは保留サービス

を起動することがある。これによりＣＣＮＲ呼の確立のためのインタフェースリソースが利用可能

となることがある。

注２）ユーザＡがビジーまたはＣＣＮＲビジー時に着信先Ｂが空きであることを通知された場合、保留サ

ービスを起動してもＣＣＮＲ呼の確立につながらない。

6.3　コールトランスファ

6.3.1　イクスプリシット・コールトランスファ

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.3.2　ノーマル・コールトランスファ

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.4　コールウェイティング

注）コールウェイティングを活性化している場合、着信先Ｂはビジーと見なされない。コールウェイティ

ング表示が着信先Ｂへ提供できない場合、ユーザＡはビジー表示を受信し、着信先ＢへのＣＣＮＲサ

ービスを起動できる。

　コールウェイティングが活性化されておらず、かつ着信先Ｂが空きの場合、着信先ＢのＣＣＮＲキュー

内のＣＣＮＲ要求のみが処理される。

　ＣＣＮＲ呼が着信先Ｂに着信し着信先Ｂが「網が決定したユーザビジー」でない場合、ＣＣＮＲ呼はコ

ールウェイティングによって通知される。

6.5　閉域接続

　最初の呼の閉域接続（ＣＵＧ）情報は、網によって登録されＣＣＮＲ呼に含められる。

注）ＣＵＧ情報は端末整合性の確認に含まれていない。端末が内部的なＣＵＧチェックを行い、かつ着信

呼をユーザに通知するか否かを決定するために呼上で提供されたＣＵＧ情報を使用する場合、そうし

た端末ではＣＵＧ情報がないために端末整合性の確認に対して明確に反応する。しかし、内部的なＣ

ＵＧチェックのためにＣＵＧ情報を使用する場合には、そうした端末ではＣＣＢＳ呼の着信をユーザ

に通知しないことがある。

6.6　再呼出し

6.6.1　無応答時再呼出し

　ユーザは「ユーザＡ」と「着信先Ｂ」に同時になり得る。すなわち、そのユーザはＣＣＮＲサービスを

活性化しＣＣＮＲ要求を保有すると同時に他のユーザからのＣＣＮＲ要求の着信先にもなり得る。
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  あるユーザがＣＣＮＲ再呼出し呼を受信しそのユーザに対する着信先ＢのＣＣＮＲキューが処理中であ

る場合には、そのＣＣＮＲ再呼出しは着信先ＢのＣＣＮＲキューの処理よりも優先する。すなわち、この

ユーザで活性化されたＣＣＮＲ要求の処理はこのユーザの他のユーザで活性化されたＣＣＮＲ要求の処理

よりも優先する。

　その結果として一方のユーザのＣＣＮＲ要求が処理された場合、そのユーザには 3. に示されたＣＣＮ

Ｒ再呼出しの提供、またはその旨の通知が行われる。サービス対象ユーザの着信先Ｂのアイドルガードタ

イマは、起動中であれば解除される。

6.6.2　話中時再呼出し

　ユーザは「ユーザＡ」と「着信先Ｂ」に同時になり得る。すなわち、ユーザはＣＣＮＲまたはビジー時

再呼出し（ＣＣＢＳ）サービスを活性化してＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求を保有すると同時に他のユーザ

からのＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求の着信先にもなり得る。

　あるユーザがＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ再呼出しを受信しそのユーザに対する着信先ＢのＣＣＮＲまたは

ＣＣＢＳキューが処理中である場合には、そのＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ再呼出しは着信先ＢのＣＣＮＲま

たはＣＣＢＳキューの処理よりも優先する。このユーザで活性化されたＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求の処

理はこのユーザの他のユーザで活性化されたＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求の処理よりも優先する。

　その結果として一方のユーザのＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ要求が処理された場合、そのユーザには 3. に

示されたＣＣＮＲまたはＣＣＢＳ再呼出しの提供、またはその旨の通知が行われる。サービス対象ユーザ

の着信先Ｂの空きガードタイマが起動中であれば解除される。

　ＣＣＢＳ要求はＣＣＮＲ要求より前に処理される。

  ユーザＡがＣＣＢＳ再呼出し中にＣＣＮＲ再呼出しを着信した場合、これはユーザＡがＣＣＮＲビジー

の場合と同様に扱われる（3.2.3 および 3.3.3.2 (b) を参照）。

6.7　会　議

6.7.1　会議通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.7.2　ミート・ミー（未標準）

　ミート・ミー会議通話中への呼にＣＣＮＲサービスを活性化しようとしても拒否される。

6.7.3　プリセット（未標準）

　適用されない。

6.7.4　三者通話

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.8　着信転送

　ＣＣＮＲ再呼出しは転送されない。ＣＣＮＲ再呼出しはユーザＡの最初の位置でユーザＡに提供される。

6.8.1　呼毎着信転送

  ユーザＡが着信先Ｂに呼設定し、かつ着信先ＢがユーザＣへの呼毎着信転送サービスを活性化するかま

たは呼毎着信転送サービスを活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   発信ユーザ（ユーザＡ）
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　　    ユーザＡが着信先Ｂに呼設定し、その呼が呼毎着信転送によりユーザＣに転送されかつユーザＣ

が応答しない場合、ユーザＡのＣＣＮＲサービスの活性化要求は着信先Ｂに適用される。

   (b)   着信ユーザ（着信先Ｂ）

　　    ＣＣＮＲ呼において、着信先Ｂが呼毎着信転送サービスの起動要求を行う場合、次の動作となる。

　      - ユーザが呼を通知されていることを示す表示を網が受信する以前に呼毎着信転送要求を行った

場合、着信先ＢからのＣＣＮＲ呼の転送要求は拒否される。

　      - ユーザが呼を通知されていることを示す表示を網が受信した後に呼毎着信転送を行った場合、

着信先ＢからのＣＣＮＲ呼の転送要求は受理される。そのＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様に転送

される。

　    その該当するＣＣＮＲ要求は非活性化される。

6.8.2　ビジー時着信転送

　ユーザＡがユーザＢに呼設定し、ユーザＢがユーザＣへのビジー時着信転送サービスを活性化するかま

たは活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   ユーザＡがユーザＢへのＣＣＮＲサービスを要求する以前にユーザＢがビジー時着信転送サービ

スを活性化した場合：

　　    ユーザＢがビジー時着信転送サービスを活性化済みでかつビジーで、転送先ユーザＣが呼に応答

しない（無応答の）場合、ユーザＡのＣＣＮＲサービスの活性化要求は拒否される。ユーザＡはそ

のＣＣＮＲ要求が「短期拒否」の理由で拒否されたことを通知される。

   (b)   ユーザＡがユーザＢへのＣＣＮＲサービスを活性化した後にユーザＢがビジー時着信転送を活性

化する場合：

　　    ユーザＡがユーザＢへのＣＣＮＲサービスを活性化した後にユーザＢがビジー時着信転送サービ

スを活性化する場合、ＣＣＮＲ呼はユーザＣへ通常の呼として転送される。その該当するＣＣＮＲ

要求は非活性化される。

6.8.3　無応答時着信転送

　ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定し、ユ－ザＢがユ－ザＣへの無応答時着信転送サービスを活性化するかま

たは活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＮＲサービスを要求する以前にユ－ザＢが無応答時着信転送サービ

スを活性化した場合：

　      ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定し、その呼がユ－ザＣへ無応答時着信転送され、ユーザＣがその呼

に応答しない（無応答の）場合、ユ－ザＡのＣＣＮＲサービスの活性化要求は最初の着信ユーザＢ

に適用される。

   (b)   無応答時着信転送サービスを活性化した後にＣＣＮＲ呼が着信する場合：

　      ユ－ザＢが無応答時着信転送サービスを活性化し、かつＣＣＮＲ呼の着信時に呼に応答しない

（無応答の）場合、網オプションに従って、ＣＣＮＲ呼は次の通りに扱われる。

        - ＣＣＮＲサービスの手順が適用される（3.3.3.1(c) を参照）。または、

        - ＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様に転送される。その当該ＣＣＮＲ要求は非活性化される。

6.8.4　無条件着信転送

　ユ－ザＡがユ－ザＢに呼設定し、ユ－ザＢがユ－ザＣへの無条件着信転送サービスを活性化するかまた

は活性化済みであると仮定する。本仮定によれば以下の状況が起こり得る。

   (a)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＮＲサービスを要求する以前にユ－ザＢが無条件着信転送サービス
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を活性化した場合：

　      ユ－ザＢへの呼が無条件着信転送サービスによってユ－ザＣに転送されユ－ザＣがビジーの場合、

ユ－ザＡのＣＣＮＲサービスの活性化要求は拒否される。ユ－ザＡはそのＣＣＮＲ要求が「短期拒

否」の理由で拒否されたことを通知される。

   (b)   ユ－ザＡがユ－ザＢへのＣＣＮＲサービスを活性化した後にユ－ザＢが無条件着信転送サービス

を活性化する場合：

      　ユ－ザＡがＣＣＮＲサービスを活性化した後にユ－ザＢが無条件着信転送サービスを活性化する

場合、ＣＣＮＲサービス持続タイマ満了まで全てのキューに接続されたＣＣＮＲ要求はユ－ザＢの

ＣＣＮＲ要求キュー内に留まる。ＣＣＮＲサービス継続タイマの満了前にユ－ザＢが無条件着信転

送サービスを非活性化して次に通信を終了した後に空きになる場合、そのＣＣＮＲ要求は再び処理

される。

　      ユ－ザＢのアイドルガードタイマが満了しＣＣＮＲ呼が着呼する間に、ユ－ザＢが無条件着信転

送を活性化する場合、ＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様にユ－ザＣへ転送される。その当該ＣＣＮＲ要

求は非活性化される。

6.8.5　選択着信転送

　無条件で選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択状態と合致する場合、6.8.1 で示され

た相互作用を適用する。

　ビジーで選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択状態と合致する場合、6.8.2 で示され

た相互作用を適用する。

　無応答で選択着信転送サービスが活性化された時、着信呼が選択状態と合致する場合、6.8.3 で示され

た相互作用を適用する。

6.9　ダイレクトダイヤルイン

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.10　通信中ベアラ切替え

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.11　ＩＳＤＮフリーフォン（未標準）

　フリーフォン番号への呼において、ＣＣＮＲサービスの要求は拒否される。

　フリーフォン呼はＣＣＮＲ要求よりも優先する。

6.12　代　表

　代表グループに対してはＣＣＮＲサービスを活性化することができない。

注）代表グループの個別番号に対してはＣＣＮＲサービスを活性化できる。

6.13　悪意呼通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.14　優先割り込み

　呼の優先レベルは他の呼情報と共に保持される。網はユ－ザが同じ優先レベルでコネクションを確立す

ることを援助する。
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　優先割り込みの呼に対するＣＣＮＲ要求はキューに接続され、呼の優先レベルに対して与えられる優先

権ではなくファーストイン・ファーストアウトで処理される。

　着信先Ｂが既存の呼を終了し新たな呼を設定する場合、網は新たな呼とＣＣＮＲ呼の優先権を比較する。

新たな呼の優先権が低い場合、ＣＣＮＲ再呼び出しはユ－ザＡに提供される。ユ－ザＡがＣＣＮＲ再呼び

出しを受理する場合、新たな呼は割り込まれてＣＣＮＲ呼が接続される。これはアイドルガードタイマの

満了前の発信呼にも該当する。ＣＣＮＲ再呼出しには着信先Ｂが優先の低い呼を有したビジーである表示

を含んでいる。

6.15　複数加入者番号

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）着信先ＢのＣＣＮＲキュー内のエントリ制限は複数加入者番号ごとに適用する。エントリは全アクセ

スに対して受信した順序で処理される。サービス提供者はそのアクセスに対する合同の着信先ＢのＣ

ＣＮＲキューにおける最大エントリ数を制限することがある。

6.16　名前通知

6.16.1　発信者名通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＮＲ再呼び出しを受理する場合、その結果生じるＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様に処理

され、着信先Ｂは発信者名通知を受信することができる。

6.16.2　発信者名通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＮＲ再呼び出しを受理し発信者名通知制限を所有している場合には、その結果生じる

ＣＣＮＲ呼は通常呼と同様に処理され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者名通知を通知されない。

6.17　番号通知

6.17.1　発信者番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡＣＣＮＲ再呼び出し呼を受理する場合、その結果生じるＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様に処理

され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者番号通知を受信することができる。

6.17.2　発信者番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）ユ－ザＡがＣＣＮＲ再呼び出し呼を受理し発信者名通知制限制限を有する場合には、その結果生じる

ＣＣＮＲ呼は通常の呼と同様に処理され、着信先Ｂはユ－ザＡの発信者番号を通知されない。

6.17.3　接続先番号通知

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.17.4　接続先番号通知制限

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。
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6.18　発信規制

　サービス対象ユ－ザがＣＣＮＲサービスを活性化した後に発信規制サービスが活性化される場合、ＣＣ

ＮＲ呼はサービス対象ユ－ザのアクセス番号またはＩＳＤＮ番号で活性化される規制プログラムおよびＣ

ＣＮＲ呼に関連した基本サービスに従って規制される。

　ＣＣＮＲ呼が規制される場合、該当するＣＣＮＲ要求は非活性化される。

6.19　着信課金

　呼設定時に発信ユ－ザによって要求される着信課金：

　    着信課金が呼設定時に要求された後にＣＣＮＲが要求される場合、着信課金の要求は登録され自動

的にＣＣＮＲ呼に含められる。

  着信課金のその他全ケース：

　    どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.20　サブアドレス

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）最初の呼要求で提供されたユ－ザＡのサブアドレス（もしあれば）はユ－ザＡへの通知時または再呼

び出し時に含まれる。

6.21　私設番号計画サポート

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

6.22　端末移動

　どちらの付加サービスも、他の付加サービスの動作に影響を及ぼさずに両立する。

注）端末が切断されたケースでは、ＣＣＮＲ再呼び出しタイマの満了時にＣＣＮＲ再呼び出しは受理され

ないものとして扱われる。

6.23　ユーザ・ユーザ情報転送

　最初の呼でユ－ザＡが提供するユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスに関連するいかなる情報も網では記憶

しない。

　ＣＣＮＲ再呼出しを受理時に、必要に応じて、ユ－ザＡはユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスの活性化を

要求し、ユ－ザ・ユ－ザ情報を提供することができる。ＣＣＮＲ呼がユ－ザ・ユ－ザ情報転送サービスに

関連する情報を含んでいる場合、これはユーザ・ユーザ情報転送サービスの通常動作として処理される。

７．動的記述

  本サービスの動的記述を図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕～図７－４／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕に示す。
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　　　　　　　　　　　　　　　　図７－１／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕ＣＣＮＲ処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T I.253.4)
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ＣＣＮＲ、
ＣＣＮＲ空き

ＣＣＮＲ

ServDur
（Ident）

通信中を
確認

ＣＣＮＲ空き
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Y else
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/*
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ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕を参照
/*
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　　　　　　　　　　　　　　　　図７－２／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕ＣＣＮＲ処理

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 (ITU-T I.253.4)

ＣＣＮＲ空き

ＣＣＮＲ
要求

ＣＣＮＲ待ち空き待ち
ＣＣＮＲ待ち
空き待ち

IdleGrd 受理
（X）

呼設定

Get Next
Call

整合性
を確認

  ・

整合性
を確認

解放
(ビジー)

X = Ident

ＣＣＮＲ待ち
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                                図７－３／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕ＣＣＮＲ処理

                                           (ITU-T I.253.4)

                                図７－４／ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕ＣＣＮＲ処理

                                           (ITU-T I.253.4)

空き待ち
ＣＣＮＲ待ち

ＣＣＮＲ
問合せ(Ident)

Get List
(Ident, X)

リスト空き

ＣＣＮＲ
応答（X）

  /*
  Ident はＣＣＮＲデータのトラックをキープ
  するための識別子で参照として使用される。

  X は一時的な値として使用される整数である。

  ServDur はＣＣＮＲサービスの継続に対して
  使用されるタイマである。

  IdleGrdは供与時間に対する空き状態を保護
  するタイマである。

  Recall はユーザＡからのリアクションに対す
  るタイマである。

  ‘88 のＳＤＬでは、継続タイマのデフォルトは
  非許容である。そのケースでは、以下のよう
  に定義（例）する。

  timer ServDur,

  Usage ( example )

  set(now+90000.0,ServDur(X));
  */

  newtype YesNo
    inherits Boolean
      literals Yes = true, No = False;
      operators (“not”, “and”, “or”);
  endnewtype YesNo;

  dcl User_A, User_B Pld;
  dcl A_Queue, B_Queue Integer;
  dcl Ident, X Integer;
  dcl NoReply, More YesNo;
  dcl Compat, EmptyList YesNo;

  timer ServDur(Integer):=90000.0;
  timer IdleGrd:=1000.0;
  timer Recall:=10000.0;

  /* check time values */

  /* time values valid only in SDL ‘92,
  time is given in ms */

－

基本呼 呼を完了

呼リソース
を解放

ＣＣＮＲ解除

データ登録 Get Next Call

整合性を確認通信中を確認

Get Listキューを減少

ＣＣＮＲ空き

発信状態と
同じ

注）上述の手順は他で定義される
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用語一覧（ＪＴ－Ｉ２５３〔Ⅳ〕）

　　［Ａ］

　access アクセス

　activity 通信（アクティビティ）

　　［Ｂ］

　busy indication ビジー表示

  　　［Ｃ］

  compatibility check 整合性確認

  compatible terminal 整合端末

    ［Ｄ］

  destination 着信先

    ［Ｅ］

  entry エントリ

    ［Ｆ］

  first in first out ファーストインファーストアウト（ＦＩＦＯ）

    ［Ｉ］

  idle guard timer アイドルガードタイマ

    ［Ｌ］

  long  term denial 長期拒否

　　［Ｒ］

  recall 再呼出し

  recall timer 再呼び出しタイマ

  CCNR call ＣＣＮＲ呼

  retention timer 保持タイマ

    ［Ｓ］

  service duration timer サービス継続タイマ

  short term denial 短期拒否



　　　　　　　　　　第４版作成協力者（１９９７年１月３０日現在）

　　　　第二部門委員会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（敬称略）
　　　　　　　　　部門委員長 飯塚  久夫 日本電信電話（株）

　　　　　　　　　副部門委員長 藤岡  雅宣 国際電信電話（株）

　　　　　　　　　副部門委員長 丸山  優徳 （株）日立製作所

清水  孝真 東京通信ネットワーク（株）

貝山  明 ＮＴＴ移動通信網（株）

影井  良貴 ｴﾇ･ﾃｨ･ﾃｨ･ﾃﾞｰﾀ通信（株）

勝川  保 住友電気工業（株）

田中  公夫 ﾉｰｻﾞﾝﾃﾚｺﾑｼﾞｬﾊﾟﾝ（株）

稲見  任 富士通（株）

北原  茂 （財）電気通信端末機器審査協会

前川  英二 日本電信電話（株）

加藤  周平 沖電気工業（株）

部谷  文伸 三菱電機（株）

竹之内  雅生 国際電信電話（株）

和泉  俊勝 日本電信電話（株）

関谷  邦彦 （株）東芝

朝倉  純二 日本電気（株）

杉山  秀紀 日本アイ・ビー・エム（株）

伊東  豊 （株）日立製作所

三浦  章 日本電信電話（株）

竹内  宏則 松下通信工業（株）

舟田　和司 国際電信電話（株）

三宅  功 日本電信電話（株）

加藤  聰彦 国際電信電話（株）

川勝  正美 沖電気工業（株）

原  博之 日本電信電話（株）

山崎  克之 国際電信電話（株）



　　　　第二部門委員会　第四専門委員会

　　　　

　　　　　　　　　専門委員長 三浦  章 日本電信電話（株）

　　　　　　　　　副専門委員長 舟田　和司 国際電信電話（株）

　　　　　　　　　副専門委員長 竹内  宏則 松下通信工業（株）

清水　泰 国際電信電話（株）

阿部  弘 第二電電（株）

中須  義樹 東京通信ネットワーク（株）

岡村  秀雄 日本テレコム（株）

茂木  雅彦 日本電信電話（株）

前田  孝浩 大阪メディアポート（株）

前田  高明 岩崎通信機（株）

品田  康行 沖電気工業（株）

大部  豊 （株）田村電機製作所

日高  功晴 （株）東芝

香野  隆裕 東洋通信機（株）

山中  浩充 日本電気（株）

石谷  陽一 （株）日立製作所

豊田  雅幸 富士通（株）

木下  裕介 三菱電機（株）

　　　　　　　　　　事務局 中村　剛万 ＴＴＣ　第２技術部

　　　　　（ＪＴ－Ｉ２５３　検討グループ）

　　　　　
　　　　　　　　　　リーダー 日高  功晴 （株）東芝

　　　　　　　　　　委員 香野  隆裕 東洋通信機（株）

　　　　　　　　　　委員 山中  浩充 日本電気（株）

　　　　　　　　　　委員 石谷  陽一 （株）日立製作所

　　　　　　　　　　委員 豊田  雅幸 富士通（株）


	　　



